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本書は、清武町船引地区で進められている県営農地保全整備事業に伴い、平成 9年度事

業区で実施 した滑川第 3遺跡の発掘調査報告書です。

滑川第 3遺跡では、旧石器時代の石器や縄文時代早期の蒸 し焼 き料理施設である集石遺

構、又、底に杭を仕掛けていた陥し穴など数多 くの資料が確認されています。

今後は、これら先人達の残した貴重な郷土の文化遺産を、学校や地域と十分な連携を図

りながら授業や体験講座の教材として存分に活用し、21世紀を担う子供たちの豊かな知識

と誠実な心の育成に繋げていきたいと考えております。又、一般の方々が直に資料を手に

とることのできるような現地見学や歴史講座などの生涯学習の機会も積極的に設け、古の

人々の息吹、想い、願いをより多くの方々に感じていただけるよう努めていく所存です。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたり多大な御協力をいただきました船引

土地改良区をはじめとする地元の皆様に対し、心より厚く御礼申し上げます。

平成19年 3月

清武町教育委員会

教育長 水元 三千夫



例   言

1.本書は、県営農地保全整備事業 (船引工区)に伴い、平成 9年度に実施された滑川第 3遺跡の発掘調査報告

書である。

2.調査における測量。実測については、井田篤及び実測補助員が行った。

実測補助員 : (50音順)

3.遺物 。図面の整理及び報告書作成業務については、一部を平成 9年度に清武町文化財管理事務所で実施 し、

残 りを平成18年度に清武町埋蔵文化財センターで実施 した。

平成 9年度

担   当 :井 田

整理作業員 :  (50音順)

平成18年度

担   当 :井田、秋成雅博、今村結記

整理作業員 :

(50音順 )

4。 本書で使用 した写真については、調査に関するものは井田が撮影 し、報告書掲載遺物については井田・秋成 0

今村が撮影 した。又、空中写真についてはいスカイサーベイに委託 した。

5。 放射性炭素年代測定については、い古環境研究所に委託 した。分析結果については、本書P98～ 100に掲載

している。尚、本書で使用 している放射性炭素年代測定値については、加速器質量分析法による補正14c年

代である。

6.石器実測及び トレースについては、一部をアイシン精機株式会社新規事業企画室及び株式会社九州文化財研

究所に委託 した。なおこれらの監修については、秋成が行った。

7.本書で使用 した土層及び土器等の色調については、『新版 標準土色帖 (1997年 後期版 )』 の土色に準拠 した。

8.本書では、磁北と座標北の 2種類の方位を使用 している。(座標北を用いる場合のみGoNと 表示している。)又、

標高については海抜絶対高である。

9。 本書に使用 した記号は次のとお りである。

SR:礫 群 SI:集 石遺構 SC:土 坑 (陥 し穴状遺構 も含む)SX:不 明遺構

10。 本書に使用 した遺構内出土遺物及び包含層出土遺物の掲載番号については、各章ごとに表記 している。

第Ⅱ章 旧石器時代遺物包含層出土遺物 … ヽ 1～ 74

第Ⅲ章 縄文時代早期遺物包含層出土遺物 … ヽ 1～ 135

第Ⅳ章 遺構内出土遺物 … ヽ 1～ 4  アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土遺物 … ヽ 1～ 189

11.本書に使用 した土層番号は、第 4図基本土層図の番号を使用 している。

12.本書の執筆と編集については井田・秋成。今村が担当し、文責については本文目次に記 している。

13.出土遺物その他諸記録は、清武町埋蔵文化財センターに保管している。
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第 I章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯と調査組織

1.調査に至る経緯

平成 7年度より実施されている県営農地保全整備事業 (船引工区)に伴い、事業区に滑川第 3遺跡の一部が含

まれることが宮崎県教育委員会文化課の試掘結果等により明らかになった。遺跡の取扱いについて、宮崎県教育

委員会文化課、宮崎県中部農林振興局、船引地区土地改良区、清武町教育委員会など関係各局で協議を重ねた結

果、やむを得ず削平などにより遺跡の現状保存が困難な事業区について、宮崎県中部農林振興局から委託された

清武町教育委員会が発掘調査を実施することとなった。

調査は平成 9年 8月 1日 から平成10年 3月 31日 に行なわれ、調査面積は6,940ピ であった。

2.調査組織

調査主体  清武町教育委員会

調  査  (平成 9年度)       整理作業  (平成18年度)

事 務 局               事 務 局

教   育  長  湯 地 敏 郎   教   育  長  水 元 三千夫

教 育 次 長 谷 口 忠 誓  教 育 次 長 小 城 員 久

社 会 教 育 課 長  戸 高 輝 利  生 涯 学 習 課 長  落 合 兼 雄

ク補佐兼文化係長  落 合 兼 雄     ク  補佐  窪 田 清 士

ク     主任  川 越   健     ク  係長  伊 東   但

ク     主任  伊 東   但

調 査 員 調 査 員

社会教育課主事  井 田  篤   生涯学習課主任  井 田  篤

生涯学習課主事  秋 成 雅 博

生涯学習課嘱託  今 村 結 記

生涯学習課嘱託  平 山 景 将

第 2節 遺跡の環境

1.地理的環境

清武町は、県内最大の宮崎平野の南端に位置 し、県都宮崎市の南西に隣接 している。町内ほぼ中央には清武川

が東流 し、河川周辺には沖積地や河岸段丘がみられその上位には台地が発達 している。

滑川第 3遺跡は、町内西方の標高約80m～85mの台地上に位置 している。この台地は、大淀川南岸丘陵とよば

れる四万十層群からなる標高200m～400m丘 陵が、高岡方面から東に向かってしだいに低 くなり平坦な台地地形

へと変化 したもので、地質は宮崎平野の基盤である宮崎層群の上位にシラスや火山灰等が堆積 して形成されたも

のである。尚、このシラス台地上及び崖面には、湧水点が数多 く点在 してお り、遺跡が立地するうえでの好条件

の一つであったと考えられる。

2.歴 史的環境

滑川第 3遺跡は、清武町内船引地区に所在する。船引の名が歴史上に登場するのは古代末から中世にかけてで
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第 1図 遺跡位置図 (S=1/25,000)
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第2図 遺跡周辺地形図 (S=1/2,000)
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ある。建久八 (1197)年鎌倉幕府が各国の現地役人に命じて作成させた『建久の図田帳』には、「船曳五十町、右
宮崎郡内 弁済使法印、不知賓名、」とあり、平安末には字佐八幡宮と強い結びつきをもった荘園がこの地に存
在していたのではないかと推測される。

室町 。戦国期においては、この地は主に伊東氏の所領であったが、豊臣秀吉の九州征伐後高橋元種の所領とな
り、江戸時代初期には幕府領 (天領)と なっている。加納 。木原 。今泉といった清武町内の他の地区は、秀吉に
より伊東祐兵に与えられ江戸時代をとおして欽肥藩領であったため、現在の清武町においては船引地区だけが異
なる支配体制のもと近世という時を刻んだこととなる。

明治維新後は、船引村として清武郡治所の管轄下となり、明治24(1891)年 には清武村、昭和25(1950)年 に
は清武町の一地区として、現在も発展を続けている。

又、江戸時代の中期には定着していた “船引神楽"は、主に稲作豊穣と子孫繁栄を祈願して春 (春分の日)に
奉納される作祈祷神楽であるが、数多くの番数が今も尚伝承されていることから、県の無形民俗文化財に指定さ
れている。

3.周辺遺跡

滑川第 3遺跡が立地する台地上では、平成 3年頃から県営農地保全整備事業 (時屋工区)、 東九州自動車建設、

県営農地保全整備事業 (船引工区)な どの大型公共工事が相次いでいる。

それに伴い発掘調査が実施された遺跡は20遺跡を数え (平成17年度現在)、 旧石器から近世まで貴重な資料が

多数確認されている。特に、台地上という地形からか、狩猟 0採集を主な生業としていた縄文時代早期の遺構・

遺物がすべての遺跡で確認されている。

第 3節 調査の経過と方法

1.調 査の経過

重機による表土の剥ぎ取 り後、まずアカホヤ火山灰層残存範囲において、遺物の取上げ作業と遺構の検出作業

を行った。アカホヤ火山灰層上位の遺物包含層からは、縄文時代前期の遺物を中心に縄文時代から古代にかけて

の遺物が出土 した。又、遺構については、竪穴式住居跡の可能性が考えられる不明遺構が 1基検出されたため、

遺物の取上げ作業と並行 して遺構の記録作業を実施 した。

縄文時代前期以降についての調査終了後、重機及び人力によリアカホヤ火山灰層を除去、つづいて縄文時代早

期についての調査を実施 した。検出された遺構 としては、集石遺構や陥し穴状遺構などが挙げられるが、特に集

石遺構については36基検出され、記録にはかなりの時間と労力を費やすこととなった。

又、旧石器時代については、文化層が残存 していると判断したB2・ 3及びC3グ リッドを中心に調査を実施

した。

2.調査の方法

表土等の剥ぎ取り

基 準 杭 の 設 定

遺物包含層の掘り下げ作業

遺 構 実 測

測 量 関 係

調査員の指示のもと重機を使用 して実施 した。

*ア カホヤ火山灰層については、大まかに重機で剥 ぎ取った後に人力でより丁寧に剥ぎ取っ

た。

ほとんどは業者に委託 し、補助的な部分は調査員が行った。

主にジョレン 。ねじり鎌で行なった。

*縄文時代早期の集石遺構など包含層中に存在する遺構の検出作業も兼ねているので、一枚
一枚包含層を剥 ぐ意識を作業員に徹底させ丁寧に行なった。

遺構のサイズに応 じて1/10又は1/20で作図した。

光波測量器及びデータコレクタを使用 し、現場でデータを収集 した後、清武町文化財管理事

務所 (現清武町埋蔵文化財センター)に おいて、AUTOCADを 利用 してデジタルデータと

して整理・管理 した。
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…アカホヤ火山灰残存範囲

第 3図 グリッド図 (S=1/600)
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写 真 撮 影 :6× 6・ 6× 9版モノクロ。リバーサル、35111nモ ノクロ 。リバーサル写真を併用し、空中写

真については業者に委託した。

第 4節 基本土層

当遺跡における基本土層は、C4グ リッド北西側壁面にて実測 した。同台地上に立地する他遺跡と似かよった

堆積状況であるが、白ヶ野第 1遺跡でみられた桜島薩摩テフラは確認されていない。尚、遺構の各検出面及び遺

物包含層の詳細については、第 4図基本土層図に表記 している。

*こ の報告書で使用されている土層番号 (文章中や各表にて)は、第 4図基本土層図の土層番号を使用 してい

る。

Ⅲ:アカホヤ火山灰風化層 【=通称「2次アカ」】
*縄文時代前期以降の遺物包含層

明褐色 (7.5YR5/8)

V:アカホヤ火山灰層 黄褐色 (10YR5/6)

*縄文時代前期以降の遺構検出面

V:黒褐色シル ト質ローム層 黒褐色 (10YR2/2)

やや硬質 *縄文時代早期遺物包含層・集石遺構検出層

Ⅵ :掲色シル ト質ローム層 褐色 (10YR4/4)

やや軟質 *縄文時代早期遺物包含層・集石遺構検出層

Ⅷ :霧島小林軽石風化層

クラックにⅥ層が入 り込む

暗オリーブ褐色土 (2.5Y3/3)

X:霧島小林軽石層 黄橙色 (10YR7/8)

かなり硬質 *縄文時代早期遺構検出面

X:褐色シル ト質ローム層 褐色

やや硬質、わずかに霧島小林軽石が入る

測 :明褐色 シル ト質 ローム層

畑 :シ ラス 嚇 褐色

(10YR4/4)

*旧石器時代遺物包含層

明褐色 (10YR6/6)

軟質でやや粘性有り *旧石器時代遺物包含層

刈 :黄褐色シル ト質ローム層 黄褐色 (2.5Y5/3)

わずかにシラスを含む *旧石器時代遺物包含層

(5Y5/3)

第 4図 基本土層図 (S〓 1/20)
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第Ⅱ章 旧石器時代の調査

第 1節  遺構・遺物の出土状況と出土層位について

調査区は東側が尖り、西側の中央付近に谷部があり、その両脇に二つの尾根が広がっている石鏃のような形で

ある。調査区を石鏃に見立てた場合、その脚部にあたる両尾根の先端部分付近に旧石器時代の遺物包含層の確認

トレンチを9箇所設定し、掘り下げをおこなった。そのうちの5つ のトレンチにおいて旧石器時代の遺物が検出

された。最も北側の トレンチ 2本から出土した石器群をAブロック、そのやや南側から出土した石器群をBブ ロッ

ク、調査区南側の中央付近に設定した2本のトレンチから出土した石器群をCブロックと便宜的に設定し、順に

報告をおこなう。ここでいうブロックは報告のための便宜的な単位であり、通常の用語とは異なるものと注意し

ていただきたい。なお遺物の出土層位は各ブロックともにX層～測層を中心に出土しているが、一部Ⅷ層から出

土しているものもあり、地層の堆積状況 (特 にⅨ層の堆積が薄い場合)に よっては上位の層からも旧石器時代の

遺物が出土するという状況が見受けられた。本遺跡の旧石器時代の調査面積は最終的に約410ぶ に及んだ。

第 2節 各ブロックの調査について

1.Aブロックの調査について

Aブロックの石器群が出土 した調査区北側の 2本の トレンチ (約 172ボ )か らはナイフ形石器 8点 (彫器に転

用 している資料 1点 を含む)、 剥片尖頭器 1点、スクレイパー 1点、敲石 2点、石核 6点、剥片・砕片110点 及び

出土位置及び層位は不明であるが槍先形尖頭器 1点 も出土 している。なお本ブロックからは接合資料が12組検出

されている。使用石材については流紋岩・頁岩が最も多 く使用され、チャー ト・砂岩・黒曜石がわずかに含まれ

ている。なお石器類は 2本の トレンチの東側に多 く出土 しているようである。

礫は2本の トレンチの全域に散らばって出土したが、特に トレンチの西側に集中する箇所があ り、その礫の集

中箇所を礫群 (SR-1)と して、実測等の記録作業をおこなった。 しかし、垂直分布を観察するとトレンチの東

側から石器類 とともに出土 した礫はSR-1よ りもやや下位で出土しているように見受けられる。本ブロックにお

いては総数で76点 (SR-1の構成礫を含む)の礫が検出された。Aブロックの石器類はSR-1が検出された層位

よりも下位の層から出土 したものが多い。さらにSR-1と 他の礫 とのレベル差を考慮すると、SR-1と Aブロッ

クの石器類には時期差があるかまたはAブロックの石器類は複数の時期の遺物が混在 している可能性が指摘され

る。

SR-1(第 8図 )は 9層下部から検出された。1.6m× 1.4mの範囲で礫の広が りが確認されている。また本礫

群の構成礫の点数は35点 である。

次に出土資料について報告をおこなう。

ナイフ形石器 (1～ 7016)
ナイフ形石器は素材剥片。加工部位。平面形態などにより以下の4種類に分類される。石材については流紋岩・

頁岩が使用されている。

・A類 (102):二側縁加工のナイフ形石器で切り出し型を呈するもの。
OB類 (3016):い わゆる翼状剥片と呼ばれる横長剥片を素材として打面部側の一側縁に刃潰し加工を施すもの。

瀬戸内技法によって生産される国府型ナイフ形石器に分類される資料。16は欠損品であるた

め明確に分類することは困難であったが接合資料の検討からこちらに分類した。

・C類 (4・ 5):片縁部～基部にかけて刃潰し加工を施すナイフ形石器。B類 との違いは不定形な剥片を素材

とする点である。

・D類 (接合資料⑬・7):縦長剥片を素材としてその一部を折 り取るように刃潰し加工を施す先断型のナイフ

形石器。

接合資料⑬は下部を欠損後、欠損部位から彫刀面を作り出し、彫器に転用している。

槍先形尖頭器 (8)

出土位置 。層位は不明だが、本ブロックから出土したものである。粘板岩製の剥片を素材として周縁部に二次
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加工を施 し尖頭部を作 り出す。

剥片尖頭器 (9)

幅広の縦長剥片を素材とする。ノッチ状の基部加工は腹面側からのみ加撃をおこない、一部に平坦剥離を施 し

ている箇所が見られる。基部以外の加工はおこなわれていない。

スクレイパー (10)

10は 頁岩製で台形状の剥片を素材 として背面左側縁部及び下縁部に二次加工を施 し、刃部を作 り出す。背面左

側縁と下縁部の交わる部分は錐状になっているようにも見える。

敲石 (11012)

両者ともに砂岩製で使用痕は端部に確認される。

接合資料① (13～ 19)

剥片5点 とナイフ形石器1点・石核1点の接合資料である。石器類が接合した状態でその中央部分は空洞となっ

ている。空洞部分が存在している時に13・ 17019と 14～ 16018と に分かれたものと考えられる。一方は19→ 17
→13と いう剥片剥離の作業が復元される。またもう一方は15→ 16→ 18(打面再生)→数枚の剥片剥離後→14(残

核)と いう作業工程が復元される。13は下縁部に二次加工が施されている。14の石核は剥片素材であり、残核
の形状から作出される目的剥片は横長剥片で剥片石核のポジ面を取り込むものである。

接合資料② (20～ 25)

節理面の状況から接合資料①と同一母岩の可能性が考えられる。剥片5点 と石核 1点の接合資料である。剥片
5点は全て打面調整のための剥片である。20→24→22→23→剥片剥離→25→数枚の剥片剥離後→21(残核)と
いう作業工程が復元される。21の石核は14と 同様には剥片素材であり、接合資料①と同じような目的剥片を作

り出した資料と考えられる。

接合資料③ (26～ 31)

剥片5点 と石核 1点の接合資料である。28と そのほかの資料が分かれた後に30→29→27→数枚の剥片剥離→

31(残核)と いう作業工程が復元される。目的剥片は寸詰まりの剥片であろう。

接合資料④ (32～ 39)

剥片8点の接合資料である。剥片素材の石核であり、不整形な剥片を作出後、そのポジ面を打面として設定し

ている。剥片剥離は素材剥片のポジ面の右方向から行い、寸詰まりの剥片を作出している。35→32→34→打面
180° 転回後→37(作業面再生)→ 36→39→33→38と いう作業工程が復元される。

接合資料⑤・⑥・③・⑨・⑩・⑪ (40～44048～ 56)

すべて剥片同士の接合資料で、剥片剥離の工程を示すものである。接合資料⑤は42→40→ 41、 接合資料⑥は

44→ 43、 接合資料③は50→49→ 48、 接合資料⑨は52→ 51、 接合資料⑩は53→ 54、 接合資料⑪は56→55と いう

作業工程が復元される。

接合資料⑦ (45～47)

剥片2点 と石核1点の接合資料である。作業面を転回→46(打面再生剥片)→剥片剥離→47→二枚の剥片剥離
→45(残核)と いう作業工程が復元される。45は 一部に礫面を残す。

剥片類 (57～63065066)・ 石核 (64067)

剥片類についてはさまざまな形態のものが確認されている。64は 多面体の石核であらゆる面が作業面となっ

ている。67は砂岩製の剥片素材の石核で山形の打面を作 り出し、横長剥片を連続して作出する資料である。本

資料も瀬戸内技法の影響を受ける資料である。

2.Bブ ロックの調査と出土遺物

BブロックはAブロックの南東部に位置する面積約84ざの トレンチから、礫23点 と剥片13点が出土した。礫は

トレンチの東側に集中しているが、密にまとまる状況ではない。礫と石器の垂直分布を観察すると約50cmの レベ

ル差が見られることから礫群と石器群には時期差が有る可能性が考えられる。出土遺物の剥片13点のうち1組が

接合資料であった。そのうちの接合資料を含む4点 を図示している。

接合資料⑫ (68069)

頁岩製の小規模な縦長剥片2点の接合資料である。69→68の作業工程が復元される。

剥片
・

(70・ 71)
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第7図 旧石器時代遺物包含層出土遺物分布図 【B・ Cブロック:石材別】(S=1/1∞ )
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第 1表 旧石器 (ナイフ形石器文化期)計測分類表

路

ｒ

ミ

θ

σ

0

遺物
NQ

理

Ｑ

整

Ｎ
器 種

出土
グリット

層位 石 材 長 (Cm) 幅 (Cm) 厚 (Cm) 重 (g) 備 考

425 ナイフ形石器 B3 Ⅷ 流紋岩 3.0 0.5 (2.0) 基部欠損
1 ナイフ形石器 B2 X 頁岩 7.2 (18.7)

420 ナイフ形石器 B3 Ⅵ 流紋岩 (2.7) 1.9 1.0 (3.4) 国府型ナイフ・先端部欠損
4 426 ナイフ形石器 B3 X 流紋岩 (3.4) 2.4 (8.6) 先端部欠損

427 ナイフ形石器 B3 Ⅷ 頁岩 (3.1) (1.6) 0.9 (2.8) 先端・基部・刃部欠損
6・ 74 421 ナイフ形石器 B2 X 流紋岩 4.2 1.0 6.8 彫器に転用・接合資料⑬

7 419 ナイフ形石器 B3 測 頁岩 3.4 6.1

8 422 槍先形尖頭器 粘板岩 0.8 4.4

剥片尖頭器 B2 X 流紋岩 (5.7) 3.0 (13.7) 先端部欠損
10 423 スクレイパー B3 測 頁岩 6.6 7.55 1.9 74.3

407 敲 石 B3 測 砂 岩 5.4 3.5 251.1

408 敲石 B3 測 砂岩 3.7 235.6

剥 片 B3 測 頁岩 6.0 5.0 24.9 接合資料①
14 76 石核 B3 X 頁岩 4.3 4.6 2.6 35.5 接合資料①
15 剥片 B3 X 頁岩 2.0 50.7 接合資料①
16 80 ナイフ形石器 B3 測 頁岩 (1.9) (1.5) 0。9 (2.5) 接合資料①国府型 ?

17 78 剥片 B3 測 頁岩 9.5 接合資料①
18 74 剥 片 B3 測 頁岩 25.4 接合資料①

剥片 B2 X 頁岩 5.9 69.4 接合資料①
20 107 剥片 B3 測 頁岩 0,7 2.4 接合資料②

102 石核 B3 測 頁岩 4.0 5.0 27.5 接合資料②
105 剥片 B3 Ⅶ 頁岩 4.0 1.0 7.3 接合資料②

(  )の値は残存値を示す
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45～47 接合資料⑦

層
町
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∠縫≧ンゝ  53・ 54 接合資料⑩

第14図 旧石器時代遺物包含層出土石器実測図⑥ :Aブロック (S〓 2/3)
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第15図 旧石器時代遺物包含層出土石器実測図⑦ :Aブロック (S〓 2/3)

70は 自色の流紋岩?製の剥片で、71は砂岩製の縦長剥片である。平面形が逆三角形を呈する。

3.Cブ ロックの調査 と出土遺物

Cプ ロックは調査区南側の 2本の トレンチ (約 41ぷ)よ り礫 3点 とスクレイパー 1点、剥片が10点 出土 した。

礫群と石器群の垂直分布からはレベル差を感じさせない。出土遺物のスクレイパーと剥片1点 を図示 している。

スクレイパー (72)

チャー ト製の不整形な剥片を素材とし、片縁に刃部調整を施す。上部は欠損 している。

剥片  (73)

73は 頁岩製の縦長剥片で、背面に自然面を有する。

翻

―――

――Ｉ

Ч

一

隔
Ⅳ
ヴ

一
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遺物
NQ

理

Ｑ

整

Ｎ
器 種

出土
グリット

層位 石 材 長 (Cm) 幅 (Cm) 厚 (Cm) 重 (g) 備 考

104 剥片 B3 Ⅷ 頁岩 3.8 2.6 0.8 6.0 接合資料②
24 106 剥片 B3 測 頁岩 2.7 0.6 接合資料②

103 剥片 B3 測 頁岩 2.0 0.5 接合資料②

26 86 剥片 B3 測 流紋岩 2.7 11.67 接合資料③
85 剥片 B3 Ⅷ 流紋岩 2.9 0.8 2.63 接合資料③

28 87 剥片 B3 測 流紋岩 8.4 4.1 3.72 68.77 接合資料③
84 剥片 B3 測 流紋岩 3.95 接合資料③

30 83 剥片 B3 X 流紋岩 6.6 36.47 接合資料③
82 石核 B3 X 流紋岩 3.55 5.6 4.2 69.15 接合資料③
96 剥片 B3 X 流紋岩 4.0 3.48 接合資料④
99 剥片 B3 X 流紋岩 1.67 0.55 1.01 接合資料④

34 93 剥片 B3 Ⅷ 流紋岩 2.92 3.52 5。95 接合資料④
94 剥片 B3 測 流紋岩 1.93 1.81 0.32 0.82 接合資料④

36 剥片 B3 X 流紋岩 1.98 1.78 0.62 1.57 接合資料④
剥 片 B3 X 流紋岩 3.34 2.68 1.4 7.57 接合資料④

38 100 剥片 B3 測 流紋岩 2.63 0.8 2.68 接合資料④
39 98 剥片 B3 X 流紋岩 2.33 0.65 2.32 接合資料④
40 剥片 B3 測 流紋岩 4.15 3.7 14.0 接合資料⑤
41 剥片 B3 X 流紋岩 3.25 3.8 0.9 10.1 接合資料⑤
42 115 剥片 B3 X 流紋岩 4.6 0.9 9.4 接合資料⑤
43 剥片 B3 X 頁岩 2.7 0。7 接合資料⑥
44 118 剥片 B3 測 頁岩 1.9 0.7 3.0 接合資料⑥
45 89 石核 B3 X 頁岩 3.48 3.55 67.8 接合資料⑦
46 91 剥片 B3 X 頁岩 3.22 0.85 5.8 接合資料⑦
47 90 剥 片 B3 測 頁 岩 0.5 接合資料⑦
48 109 剥 片 B3 X 頁 岩 2.9 3.0 7.9 接合資料③

49 剥片 B3 X 頁岩 4.15 0.8 6.1 接合資料③
50 110 剥 片 B3 X 頁岩 3.4 0.6 3.4 接合資料③

130 剥片 B3 X 流紋岩 3.0 0.9 5.8 接合資料⑨
剥片 B3 測 流紋岩 4.8 接合資料⑨

124 剥片 B3 X 流紋岩 2.0 0.5 接合資料⑩
54 剥片 B3 X 流紋岩 0.5 0.8 接合資料⑩

126 剥片 B3 測 流紋岩 4.05 2.65 11.9 接合資料⑪
127 剥片 B3 測 流紋岩 2.8 0.4 接合資料⑪

57 406 剥片 B2 X 流紋岩 6.9 1.0 10.9

58 410 剥 片 B3 測 流紋岩 (6.0) 3.05 (17.9) 下端部欠損

59 403 剥片 B2 X 頁岩 5.15 2.25 8.8

60 402 剥片 B2 X 流紋岩 (5.35) 3.6 0.9 (12.0) 下端部欠損

412 剥 片 B3 測 流紋岩 4.5

413 剥片 B2 測 流紋岩 1.0 4.6

63 411 剥片 B3 測 流紋岩 5.05 5.4 1.35 29.8 2次加工有

64 64 石核 B2 X 流紋岩 6.8 7.4 6.0 251.7

65 405 剥片 B3 X 砂岩 4.2 1.8 0。8 4.2

66 409 剥片 B3 測 砂岩 5.65 4.15 1.45 29.7

424 石核 B3 測 砂岩 5.4 41.5 瀬戸内技法の影響

68 120 剥片 C3 X 流紋岩 1.6 0.8 接合資料⑫
69 121 剥片 C3 X 流紋岩 2.9 接合資料⑫
70 416 剥片 C3 測 流紋岩 3.05 0.95

414 剥 片 C3 Xl 砂岩 4.8 2.95 1.6

72 418 スクレイパー F3 Ⅲ チャー ト 2.4 0.65 2.8 上半部欠損

404 剥片 F3 X 頁岩 4.55 1.4 16.4
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写真図版 l SR-1

写真図版2 旧石器時代遺物包含層出土石器①
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写真図版3 旧石器時代遺物包含層出土石器②
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写真図版4 旧石器時代遺物包含層出土石器③
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第Ⅲ章 縄文時代早期についての調査

第 1節 遺

1.集石遺構

今回の調査においては、36基の集石遺構が確認された。

【検出状況】

①既に縄文時代早期の遺物包含層が (V層～Ⅵ層にかけて)露出している範囲において、一部破壊された状態

で検出された。(SI-7・ 9やSI-1な ど)

②V層及びⅥ層の掘り下げ作業を行っていると、焼礫が数ぽ～数10だの範囲に集中して出土する範囲が4ヶ 所

確認され、その集中範囲を丁寧に精査したところ集石遺構が検出された。(SI-20や SI-15な ど)

③V層及びⅥ層の掘り下げ作業を行っていると、焼礫が幾つか集中する範囲が確認され、丁寧に精査したとこ

ろ集石遺構が検出された。(SI-19な ど)

④V層及びⅥ層の掘り下げ作業を行っていると、黒いシミが円形に広がる範囲が確認され、その黒い部分を丁

寧に精査したところ集石遺構が確認された。(S卜13な ど)

【作  図】

調査期間などの諸条件を考慮して、集石遺構が使用礫。掘り込みともに「平面図」+「両断面図」、という内

容で作成した。

SI-34(*縄文時代草創期の集石遺構。当遺跡唯一の縄文時代草創期の集石遺構であるため、今回は早期の集石

遺構と同項で紹介することとする。)

Ⅷ層 (霧 島小林軽石風化層)上面で検出された。約 1。2ピ の円形の範囲に焼礫が平面的にやや集中して分布 し

ていた。使用されている礫は角礫や亜角礫が多 く、宮崎層群が起源と推測されるものも一部含まれていた。焼礫

が分布 している範囲の下位はやや黒ずんでいたが、掘 り込み等は確認されていない。尚、焼礫下位から採取され

た炭化粒で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は11530± 90年 BPと いう結果が得られた。

SI-1
Ⅵ層中位で検出された。平面が不整形の円形で断面が浅皿状の掘 り込みを有する (*平面が不整形なのは、プ

ランの確認作業が不十分だったからではないか)。 使用礫は角礫や亜角礫がほとんどで、掘 り込みに対 しての充

填状況はやや密であった。埋土については炭化粒や炭化材 (直径 5 cm程のものも有った)を含んだ茶黒色土で、

掘 り込み上位に比べて下位の方が多 く炭化材を含んでいた。尚、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施 し

たところ、使用推定時期は9870± 70年 BPと いう結果が得られている。

SI-28

Ⅵ層中位で検出された。平面が円形で断面が浅皿状の掘 り込みを有する。掘 り込みの容量など遺構の規模を他

の集石遺構 と比較するとかなり小型といえる。使用礫は亜円礫や亜角礫が多 く (使用回数は少ないように推測さ

れるが断定はできない)、 掘 り込みに対 しての充填状況はやや密であった。埋土については炭化粒を含んだ茶黒

色土で、その中から採取された炭化粒で放射性炭素年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は9620± 70年

BPと いう結果が得 られている。

SI-32

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がボウル状の掘 り込みを有する。使用礫は亜円礫や

亜角礫が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況はやや疎であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色

土で、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は9530± 70年 BPと いう結果が得

られている。
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SI-26

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がボウル状の掘 り込みを有する。使用礫は角礫や亜

角礫が多 く (廃棄された磨石 も数点含まれていた)、 掘 り込みに対 しての充填状況はやや密で、焼礫が掘 り込み

の中央付近に集中していた。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色土で、やや粘性のある土質であった。

尚、その中から採取 された炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は9430± 70年BP
という結果が得 られている。

SI-25

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がボウル状の掘り込みを有する。使用礫は角礫や亜

角礫が多く、掘り込みに対しての充填状況はやや密であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色土

で、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は9000± 70年BPと いう結果が得ら

れている。

SI-21

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面が緩やかなV字状の掘り込みを有する。使用礫は円

礫や角礫が多く、掘り込みに対しての充填状況はやや密であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒

色土であるが、炭化材が他の集石遺構よりも多く含まれていた。尚、その中から採取された炭化材で放射性炭素

年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は8970± 70年BPと いう結果が得られている。

SI-35

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がボウル状の掘 り込みを有する。使用礫は亜円礫や

亜角礫が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況はやや密であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色

土で、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は8770± 80年BPと いう結果が得

られている。

SI-31

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がボウル状の掘 り込みを有する。使用礫は亜円礫や

亜角礫が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況はやや疎であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色

土で、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は8420± 70年BPと いう結果が得

られている。

SI-7・ 9

耕作地の段差の部分で検出されたため、遺構の半分は既に破壊されていた。又、検出範囲はⅥ層中位まで既に

削平されていたため、遺構の上部もかなり破壊されているものと推測される。

SI-7は平面が円形 (半分から推測 して)で断面が浅皿状の掘 り込みを有する。使用礫は亜角礫や角礫が多 く、

掘 り込みに対 しての充填状況は極めて疎であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色土で、その炭

化材で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は8410± 60年BPと いう結果が得 られている。

SI-9はプラン・埋土ともにSI-7と ほぼ同様であるが、埋土中に含まれる炭材材がSI-7と 比較するとやや少な

めで、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は8320± 70年BPと いう結果が得
られている。

尚、SI-7と SI-9の新旧関係については、先述の分析結果に加え調査時の断面確認でもSI-7が先に使用され

たことが明らかになっている。

SI-6
Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がV字状の掘 り込みを有 し、その容量は当遺跡で最

大である。使用礫は亜円礫や亜角礫がほとんどであるが、他の集石遺構 と比較すると破損が少ない焼礫が多 く充

填されている。SI-6を 除いた35基で使用されている焼礫の平均数量と平均総重量が164個 で15kgであるのに対 し、

この集石遺構では2,635個 で610。 6kgの焼礫が使用されてお り、掘 り込みの規模 も含めて当遺跡最大の集石遺構 と
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いえる。又、掘り込みの底部には人頭大の平らな礫が2段 (上段は1個で下段は3個)配置されていたが、2段

の底石の配置は当台地上において極めて稀な検出事例である。埋土については炭化粒や炭化材を多く含んだ茶黒

色土であるが、炭化材が他の集石遺構よりも多く含まれていた。尚、その中から採取された炭化材で放射性炭素

年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は8330± 60年BPと いう結果が得られている。

SI-8
Ⅵ層下位まで既に露出していた範囲において検出された。平面が円形で断面が皿状の掘り込みを有する。使用

礫は亜円礫や亜角礫が多く、掘り込みに対しての充填状況は密であった。埋土については炭化粒や炭化材を含ん

だ茶黒色土で、その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は8310± 70年BPと いう

結果が得られている。

SI-29

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面が皿状の掘り込みを有する。使用礫は亜円礫や亜角

礫が多く、掘り込みに対しての充填状況はやや密であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色土で、

その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は8210± 70年BPと いう結果が得られて

いる。

SI-10

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面が皿状の掘 り込みを有する。使用礫は亜角礫や角礫

が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況はやや密であった。埋土については炭化粒や炭化材を含んだ茶黒色土で、

その炭化材で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は7780± 60年BPと いう結果が得 られて

いる。

SI-13

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面が皿状の掘 り込みを有する。使用礫は亜円礫や亜角

礫が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況はやや密であった (使用礫の数量と総重量はSI-6に続 き2番 目)。 又、

埋土については炭化粒を含む茶褐色土であった。

SI-15

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面がボウル状の掘 り込みを有する。使用礫は亜角礫や

角礫が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況は疎であった。又、埋土については炭化粒を含む茶褐色土であった。

SI-11・ 14, SI-16・ 17

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。平面が円形で断面が皿状の掘 り込みを有 し、亜円礫や亜角礫がやや疎

な状態で充填されていた集石遺構 と掘 り込みを有 しない集石遺構 とを、なんらかの関連性があると判断しセット

で調査 したが、いずれも互いの関係は確認できなかった。

SI-2～ 5, 18, 20, 22, 24, 27, 30

Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。いずれの集石遺構 も平面が円形で断面が皿状の掘 り込みを有する。使

用礫は亜角礫や角礫が多 く、掘 り込みに対 しての充填状況はやや疎もしくは疎であった。又、埋土については炭

化粒を含む茶褐色土であった。

SI-12019・ 23033036
Ⅵ層上位から中位にかけて検出された。いずれも掘 り込みは有 しない。礫群のなかでその分布状況が密な範囲

を今回は集石遺構として記録 している。
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第2表 集石遺構 (縄文時代早期)観察表

番号 検出層
!4c年 代
(年 BP)

使用礫 掘込み

底石
の

有無

炭化物
の

有無
備 考礫分布範囲

<長軸X短軸>
(m)

総礫数

(個 )

総重量

(kg)

礫1個あた
りの重量
(kg)

有

無
断面
形状

直径

(m)

深さ

(m)

1 SI-34 Ⅷ層上面 11530± 90 征
¨

鉦
¨

SI-1 Ⅵ層中位 9870± 70 26.5 有 (浅)皿状 霊
¨

有

SI-28 Ⅵ層中位 9620± 70 0.5   ×   0.5 有 (浅 )1111犬 皿
¨

有

SI-32 Ⅵ層中位 9530± 70 06   ×   06 有 ボウル状 征
¨

有

5 SI-26
Ⅵ層上位
～中位

9430± 70 有 ボウリレJ犬 鉦
¨

有

SI-25
Ⅵ層上位
～中位

9000± 70 有 ボウル状 皿
¨

有

SI-21
Ⅵ層上位
～中位

8970± 70 有
(級やかな )

V彎ニオ大
征
¨

有

SI-35
Ⅵ層上位
～中位

8770± 80 有 ボウル状 鉦
¨

有

SI-31
Ⅵ llyJ上位
～中位

8420± 70 有 ボ ウル状 鉦
¨

有

SI-7 Ⅵ層下位 8410± 60 0.9  ×  ― 有 皿状 皿
¨

有
1/2程 が残存・SI-9 と
切 り合っている

SI-9 Ⅵ層下位 8320± 70 0.8  ×  ― 有 ]11状 鉦
¨

有
1/2程 が発t存 ・SI-7と
切 り合っている

SI-6
Ⅵ層上位
～中位

8330± 60 1.9   ×   1.6 2635 610.6 有 V守嘲犬 有 有
底石が 2段・SI-30と 切
り合っている

SI-8 Ⅵ層下位 8310± 70 1.0   ×   0.8 23.5 有 皿状 征
¨

有

SI-29
Ⅵ層上位
～中位

8210± 70 0.8   ×   08 有 皿状 缶
¨

有

SI-10
Ⅵ層_L位
～中位

7780± 60 有 111大 缶
¨

有

SI-2 Ⅵ層上位 有 皿状 征
¨

炭化粒のみ

SI-3 Ⅵ層上位 0.7   ×   0.5 有 皿状 佃
¨

炭化粒のみ

SI-4 Ⅵ層上位 有 皿状 缶
¨

炭化粒のみ

SI-5 Ⅵ層上位 有 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-14
Ⅵ層_L位
～中位

0.8   ×   0.8 有 皿状 鉦
¨

炭化粒のみ SI-11と 切り合っている

SI-11
Ⅵ llVf上 位
～中位

09  ×  一 毎
¨

征
¨

SI-14と 切 り合っている

SI-12
Ⅵ層上位
～中位

鉦
¨

征
¨

SI-13
Ⅵ層_L位
～中位

有 皿状 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-15
Ⅵ層_L位
～中位

有 ボウル状 征
¨

炭化粒のみ

SI-16
Ⅵ層上位
～中位

有 皿状 征
¨

炭化粒のみ SI-17と 切 り合っている

SI-17
Ⅵ層上位
～中位

0.6  ×  一 佃
¨

皿l状 鉦
¨

炭化粒のみ SI-16と 切 り合っている

SI-18
Ⅵ層上位
～中位

08   ×   0.8 有 皿状 征
¨

炭化粒のみ

SI-19
Ⅵ層上位
～中位

1.1  ×  07 無
¨

征
〔

SI-20
Ⅵ層上位
～中位

0.8   ×   07 有 皿状 征
¨

炭化粒のみ

SI-22
Ⅵ層上位
～中位

有 皿状 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-23
Ⅵ層_L位
～中位

征
¨

任
¨

SI-24
Ⅵ層上位
～中位

1.3  ×  一 有 皿状 抽
¨

炭化粒のみ 1/2程が残存

SI-27
Ⅵ層_L位
～中位

1.1  ×  0.8 有 皿状 缶
¨

炭化粒のみ

SI-30
Ⅵ層上位
～中位

有 Ⅲ[状 缶
¨

炭化粒のみ Sl-6と 切り合っている

SI-33
Ⅵ層上位
～中位

0.8   ×   0.8 缶
¨

征
¨

SI-36
Ⅵ層上位
～中位

銀
¨

鉦
（
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第24図 縄文時代早期陥し穴状遺構実測図 (S=1/30)

2.陥 し穴状遺構

SC-4
Ⅸ層上面で検 出され

た。

平面プランは長軸1.95

m。 短軸0.9mの 長楕円形

を呈 し、検出面からの深

さは1.15mで ある。実際

の深さについて断定は出

来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘 り

込まれたものと推測される。

底部には、直線的に配置された 3個の逆茂木痕が確

認されてお り、それぞれ底面から15cm～ 20cm掘 り込ま

れている。

埋土はきわめて硬質な茶黒色土であるが、その土質

は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測され、埋土

中からは頁岩製の剥片が 1点出土 している。

SC-9
Ⅷ層上面で検出された。

平面プランは長軸1.6m・ 短軸 lmの楕円形を呈 し、

検出面からの深さは1.2mで ある。実際の深さについ

て断定は出来ないが、検出面

より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か
ら掘 り込まれたものと推測さ

れる。

又、遺構の中位には一段の

すぼまりがあり、これは遺構

の下位 を狭 くすることによ

り、捕 らえた獲物が逃げにく

くするための工夫であろう。

さらにそのすぼまりを利用し

てテラスも作られているが、

これは地面と底部との上 り下 りに使用されたのではな

いかと推測される。

底部には、直線的に配置された 3個に加え補修か追

加を想像させる 1個計 4個の逆茂木痕が確認されてお

り、それぞれ底面から15cm～ 30cm掘 り込まれている。

埋土はきわめて硬質な茶黒色土であるが、その土質

は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測される。

3.土 坑

SC-7
Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.25m・

短軸0。95mの楕円形を呈 し、検出面からの深さは lm
である。実際の深さについて断定は出来ないが、検出

L=85‐
|
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面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘り込まれたものと推測される。

底部において逆茂木らしき痕跡を三ヶ所検出したため、半裁などの確認作業を行ったが、逆茂木痕と断定でき

る状況ではなかったため、この遺構の用途については陥し穴状遺構の可能性が高いという程度にとどめておきた

い。又、埋土はきわめて硬質な茶黒色土であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測され、そ

の中からは砂岩製の剥片が 6点 と頁岩製の剥片が 1点出土している。

SC-13

Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.45m・ 短軸1.2mの楕円形を呈し、検出面からの深さは0.8mで ある。

実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘り込まれたものと推測される。

底部において逆茂木らしき痕跡を六ヶ所検出したため、半裁などの確認作業を行ったが、逆茂木痕と断定でき

る状況ではなかったため、この遺構の用途については陥し穴状遺構の可能性が高いという程度にとどめておきた

い。又、埋土はきわめて硬質な茶黒色土であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測される。

SC-5
Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.4m。 短軸 lmの楕円形を呈し、検出面からの深さは0。9mである。

実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘り込まれたものと推測される。

用途については、陥し穴状遺構の可能性も考えられるが詳細は不明である。又、埋土はきわめて硬質な茶黒色土

であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測され、その中から採取された炭化粒で放射性炭素

年代測定分析を実施したところ、使用推定時期は11170± 90年BPと いう結果が得られている。

SC-10

Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.2m。 短軸0。65mの楕円形を呈 し、検出面からの深さは0。6mである。

実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘 り込まれたものと推測される。

用途については、陥し穴状遺構の可能性 も考えられるが、底部に掘 り込まれた竪穴も含めて詳細は不明である。

又、埋土はきわめて硬質な茶黒色土であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測され、その中

から採取された炭化粒で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は12040± 90年BPと いう結果

が得られている。

SC-6
Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.25m。 短軸 lmの楕円形を呈 し、検出面からの深さは lmである。

実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘 り込まれたものと推測される。

用途については、陥し穴状遺構の可能性 も考えられるが詳細は不明である。又、埋土はきわめて硬質な茶黒色

土であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測され、その中からは砂岩製の剥片 1点 と頁岩製

の剥片 1点が出土している。

SC-11

Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.25m・ 短軸0。95mの楕円形を呈 し、検出面からの深さは0.65mで あ

る。実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘 り込まれたものと推測され

る。用途については、陥し穴状遺構の可能性 も考えられるが詳細は不明である。又、埋土はきわめて硬質な茶黒

色土であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測される。

SC-12

Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.35m。 短軸1.2mの楕円形を呈 し、検出面からの深さは0。75mである。

実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘 り込まれたものと推測される。

用途については、陥し穴状遺構の可能性も考えられるが詳細は不明である。又、埋土はきわめて硬質な茶黒色土

であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測される。

SC-15
Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.3m。 短軸0.9mの楕円形を呈 し、検出面からの深さは0.85mで ある。

実際の深さについて断定は出来ないが、検出面より数10cm上位 (Ⅵ 層か)か ら掘 り込まれたものと推測される。

用途については、陥し穴状遺構の可能性 も考えられるが詳細は不明である。又、埋土はきわめて硬質な茶黒色

土であるが、その土質は霧島小林軽石を含んでいるためだと推測され、その中からは頁岩製の剥片 2点が出土 し

ている。
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第25図 縄文時代早期土坑実測図① (S=1/30)
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第26図 縄文時代早期土坑実測図② (S=1/30)
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SC-3
Ⅵ層中位で検出された。平面プランは直径約 lmの 円形を呈 し (やや不

整形 )、 検出面からの深さは0。2mである。埋土は炭化粒を含む茶褐色土で、

その中には桑ノ丸式土器と流紋岩製の剥片が 4点、それに加え破砕 した焼

礫が多数入 り込んでいた。又、埋土から採取 した炭化粒で放射性炭素年代

測定分析を実施したところ、使用推定時期は8920± 80年BPと いう結果が

得られている。

用途については、隣接する集石遺構との関連性も含め検討を重ねたが詳

細は不明である。

第27図 SC-3実測図 (S=1/30)

第28図  SC-3出土土器実測図 (S=1/3)

第 2節 包含層出土遺物

1.土 器

当遺跡における縄文時代早期の遺物包含層は主にVか らⅥ層中位にかけてである。縄文時代早期の遺物包含層
の掘り下げ作業については、包含層残存範囲については全て実施したが、既に包含層が削平されている範囲とE
3・ 4グ リッド付近の地形が急傾斜な範囲については十分な掘り下げ作業は行っておらず、包含層出土土器の正

確な分布状況の把握までには至っていない。

今回の調査で出土した縄文時代早期の土器については、貝殻円筒形土器、押型文土器、平栴式土器、塞ノ神式

土器、貝殻条痕文土器の5分類に大別し考察を進めていくこととするが、各分類の出土層位については貝殻円筒
形土器から塞ノ神式土器までは明確な層位差は無く、唯一貝殻条痕文土器がその他の土器群よりも明らかに上位

から出土していた。

貝殻円筒形土器 (1～ 30)

貝殻円筒形土器は65点出土し、そのうち30点 を資料化している。

102は外面に貝殻条痕文を施し、それに加え口唇部外面にキザミロを施した日縁部片で、いずれの口唇部も

平らに仕上げている。3は外面に斜位の貝殻条痕文を施した口縁部片で、日唇部をやや丸めに仕上げている。4
～7は外面に横位及び斜位の貝殻条痕文を施した胴部片で、8は縦位の貝殻条痕文を施した底部片である。

9は外面に地文となる貝殻条痕文を施したあと縦位の貝殻腹縁刺突文を施し、それに加え楔形突起文を貼り付

けた口縁部片で、平らに仕上げた口唇部にキザミロを施している。10は外面に地文となる貝殻条痕文を施した

あと斜位の貝殻腹縁刺突文を施した胴部片である。11～21は外面に貝殻刺突文を施したいわゆる下剥峯式土器
の一群である。いずれも小破片のため器形的特徴は把握しにくいが、11は底部から口縁部にかけて緩やかに開く

器形で回縁部付近はやや内湾している。22～35は外面に貝殻条痕文による羽状文や流水文を施したいわゆる桑

lm
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ノ丸式土器の一群である。22・ 23は 口縁部片で、口唇部を内面にやや斜行する平らな面に仕上げている。器形的

特徴についてはいずれも小破片のため詳細は不明である。

押型文土器 (36～43)

押型文土器は11点出土し、そのうち8点 を資料化している。

36～ 38は 山形押型文土器である。36は やや外反する口縁部片で、外面には斜位の山形押型文を施している。又、

やや丸めに仕上げた回唇部にはキザミロも施している。37は ほぼ直行する日縁部片で、日唇部を平らに仕上げ、

外面には縦位の山形押型文を施している。39～43は 楕円押型文土器である。39040はやや肥厚して仕上げた日

縁部片で、肥厚した部位の内面から口唇部にかけて楕円押型文を施し、いずれもやや外反している。山形押型文

土器及び楕円押型文土器いずれも小破片のみの出土であったため、器形的特徴についての詳細は不明である。

平栴式系土器 (44～46)

平杵式系土器は出土した3点全てを資料化している。

44～46は 口唇部下位に断面三角形の肥厚帯を巡らした口縁部片で、その肥厚帯には沈線文を施している。器

形的特徴については、いずれも小破片のため詳細は不明である。

塞ノ神式土器 (47～76)

塞ノ神式土器は95点出土し、そのうち30点を資料化している。

47～50は壺の口縁部片及び月同部片 (口縁部付近か)で、キザミロを施した微隆帯を回縁部に平行に数条巡ら

している。51は外面に沈線文を施した回縁部片で、平らに仕上げた口唇部にはキザミロを施している。52は壺

の胴部片で (口縁部付近か)、 外面には撚糸文と沈線文を施している。53～ 56は 回縁部にむけラッパ状に開く頸

部で、外面には縄文と沈線文を施している。57～ 67は外面に縄文 (撚糸文も含む)や沈線文を施した胴部片で、

いずれも小破片のため器形的特徴についての詳細は不明である。68は 口縁部にむけラッパ状に開く頸部で、外

面には貝殻刺突文を施している。69～ 76は 外面に貝殻条痕文を施した胴部片で、69は 一部頸部が残存しており

そこには貝殻刺突文を施している。

貝殻条痕文土器 (77～89)

貝殻条痕文土器は32点 出土し、そのうち13点 を資料化している。

77は 円筒形の器形をした深鉢で、日唇部をやや内面に斜行する平らな面に仕上げている (口唇部にはキザミ

目を施している)。 底部は残存していないが尖底平底を想像させる器形である。施文は内外面ともに貝殻条痕文

を施しており、内面は施文後ナデ調整を行っている。78は やや砲弾形をした深鉢で、日唇部をやや外反させて

丸めに仕上げ、そこにキザミロを施している。79～81は いずれも口唇部を平らに仕上げた口縁部片で、日唇部

外面にはキザミロを施している。尚、78～81の 施文的特徴はいずれも77と ほぼ同様である。82～89は 内外面に

貝殻条痕文を施した胴部片であるが、いずれも小破片のため器形的特徴についての詳細は不明である。

2.土 製品

V層から不明土製品が 1点出土 している。お猪口を想像させる形

状で、円形の上部 (直径5.8cm)に は 3ヶ 所の突起部がみられる。そ

の突起部及び側面には沈線文を施 してお り、一部丹 と思われる赤色

顔料 も塗られている。下部が破損 しているため製品の全体像が把握

できず、用途など詳細については不明である。尚、色調については、

外面がにぶい黄褐色 (10YR5/3)で 内面が暗灰黄色 (2.5Y4/2)、 胎

土については石英と長石そして l lnlll以 下の砂粒が含まれている。

第29図  不明土製品実測図 (S〓 1/3)

1 0cm
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第30図 縄文時代早期遺物包含層出土土器分布図 (S‐ 1/600)
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第31図 縄文時代早期遺物包含層出土土器実測図① (S=1/3)
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第32図 縄文時代早期遺物包含層出土土器実測図② (S=1/3)
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第33図 縄文時代早期遺物包含層出土土器実測図③ (S=1/3)
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第3表 縄文時代早期遺物包含層出土土器観察表

上
位

出
層 器形 部位

文様及び調整 色 調 胎 土

備  考
測

号

実

番
外 面 内 面 外 面 内 面 石英 長石 コ閃石 砂粒

1 Ⅵ層 深鉢
「

l縁音ド 貝殻条痕文→ナデ ナ デ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 1 null以 下
口唇部外面 にキ

ザミロ

2 Ⅵ層 深鉢 E!縁 部 貝殻条痕文 ナ デ 25YR5/4(に ぶい赤褐 ) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 1 null以 下 口唇部にキザミロ

Ⅵ層 深鉢 口縁～胴部 貝殻条痕文 ナ デ 5YR4/3(に ぶい赤褐 ) 25YR5/4(に ぶい赤褐 ) ○ ○ 0 2 nllll以 下

ⅥllVl 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 5YR4/3(に ぶい赤褐) 25YR5/4(に ぶい赤褐 ) ○ ○ 0 2mm以下

Ⅵ層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 2mm以下

Ⅵ llVl 深鉢 ″同音5 貝殻条痕文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 5 1nlll以 下 スス付着

Ⅵ層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 1 mlll以 下

Ⅵ層 深鉢 底部 貝殻条痕文 ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 5YR4/3(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 2 Elll以 下

V層 深鉢 口縁部
貝殻朱沢又・ネU矢又 興ヽ
粋府縁 ・ヽ潔形牢紀■・ ナ デ 5YR5/4(にぶい赤褐 ) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 1 null以 下

口唇 部 に キザ ミ

日

V層 深鉢 胴部 刺突文 (貝 殻腹縁か ?) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 3 oull以 下

11 V・ Ⅵ層 深鉢 口縁～1同 部 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 75YR5/3(1こ
'ミ

い1場 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 mll以 下
日縁径 :47 2cm

空71えrh

V層 深鉢 口縁部 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 oul以 下

V・ Ⅵ層 深鉢 胴部 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 mnl以 下

Ⅵ層 深鉢 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 75YR4/2(灰 褐 ) 5YR4/2(灰褐 ) ○ ○ 0 4 nlln以 下 144

Ⅵ層 深鉢 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 75YR5/4(0こあくい種3) 10YR5/3(|こあくいデ苺‖殴) ○ ○ 0 2mm以下

Ⅵ l171 深鉢 刺突文 (貝 殻lll縁 ) ナ デ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR4/3(褐 ) ○ ○ 0 2mm以下

Ⅵ層 深鉢 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(|こぶυヽri褐 ) ○ ○ ○ 0 3 mnl以 下

Ⅵ層 深鉢 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅵ層 深鉢 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 5YR5/4(にぶい赤褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 4 oull以 下

Ⅵ層 深鉢 胴～底部 刺突文 (貝 殻Brt縁 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 1 oull以 下

Ⅵ層 深鉢 底～胴部 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR4/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下 底部径 :13 2cm

V層 深 鉢 にl縁 ～胴部 羽状文 (貝 殻条痕 ) ナ デ 75YR5/4(1こあくい 性b) 75YR5/4(1こ
'く

い褐 ) ○ ○ 0 4 null以 下 スス付着

V層 深鉢 口縁部
羽状文・流水文

(貝 殻条痕 )

ナ デ 75YR6/4(に ぶい褐 ) 10YR5/4(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 05脚以下

V・ Ⅵ層 深鉢
羽状文・流水文

(貝殻条痕)

ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 4 mnl以 下

V層 深 鉢 胴 部
羽状文・流水文

(貝 殻条痕 )

ナ デ 75YR6/4(に ぶ い橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 4 oull以 下

V層 深鉢 胴部 羽状文 (貝 殻条痕 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 7 null以 下 一部流水文か ?

V層 深鉢 胴部
羽状文・流水文

(貝 殻条痕 )

ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YIt4/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 6mm以下

V層 深鉢 胴部
羽状文・流水文

(貝 殻条痕 )

ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐) ○ ○ 0 4 nllll以 下

V層 深鉢 胴部 羽状文 (貝 殻条痕文) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 5 null以 下

V層 深鉢 月同音6 羽状文 (貝 殻条痕 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 6 mnl以 下

V層 架鉢 1同 部 羽状文 ?(貝殻条痕 ) ナ デ 25Y4/1(黄灰 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 4 nlnl以 下

V層 架鉢 胴部 羽状文 ?(貝殻条痕 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 75YR6/4(0こあくい 1登 ) ○ ○ ○ 04m以下

V層 架鉢 流水文 (貝 殻条痕 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 3 null以 下

V層 柴鉢 流水文 (貝 殻条痕 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ 0 2nnl以 下

Ⅵ AVI 架鉢 胴部 流水文 ?(貝殻条痕 ) 貝殻条痕文 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 2 nllll以 下

Ⅵ層 栞鉢 日縁～頸部 山形押型文
ナデ・

■14立 75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ ○ ○ 0 4mm以下
口唇 部 に 山形 押

V層 深鉢 口縁部 山形押型文 ヘラナデ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 75YR5/3(|こあくい様1) ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅵ層 深 鉢 山形押型文 ナ デ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 2 Dull以 下

Ⅵ層 深鉢
Ll稼 ～毀 ～

‖日書K
ナデ・楠円押型文

ナデ
怖

「

l畑 刑 ■
‐ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ ○ 0 2 null以 下

口唇部 に桁円押
型文

Ⅵ層 柴鉢 口縁～頸部 ナデ・桁円押型文
ナデ

絡 円細五リサ
75YR5/4(に ぶい褐) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 oull以 下

口唇部 に楕 円押
型文

Ⅵ層 架鉢 胴 部 楕円押型文 ナ デ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ 0 3 null以 下

Ⅵ層 深 鉢 胴部 ナデ・桁円押型文 ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 6 nul以 下

Ⅵ層 深 鉢 胴部 楠円押型文 ナ デ 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 10YR5/3(に ぶい赤褐) ○ ○ 0 3 nllll以 下

44 V層 深 鉢 口縁～胴部 肥厚帯 (沈線文 )・ ナデ
遅 統 界U失 又

ナデ
75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ ○ ○ 0 3 oull以 下 口唇部 にキザミロ

-47-



上

位

出

層 器形 部位
文様及び調整 色 調 胎 土

備  考
測

号

実

番外 面 内 面 外 面 内 面 石英 長石 クロウンモ 砂粒

V層 深鉢 口縁部 肥厚帯 (沈線文 )・ ナデ ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下 日唇部にキザミロ

Ⅵ層 深鉢 口縁～胴部 肥厚帯 (沈線文 )・ ナデ ナ デ 75YR6/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 4 null以 下 に!唇 部にキザミロ

V層 口縁部 微隆帯 (キ ザミロ有 ) ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ O I null以 下

V・ Ⅵ層 一霊 胴 部 微隆帯 (キ ザミロ有) ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 01 5nun以 下

V・ Ⅵ層 胴部 微隆帯 (キ ザミロ有 ) ナ デ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 1 mnl以 下

Ⅵ層 十笠 胴 部 微隆帯 (キ ザミロ右 ) ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下

V層 深鉢 口縁部 沈線文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 04皿以下
「

l唇 部にキザミロ

V層 胴部 沈線文・撚糸文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 01 5oull以 下

V層 深 鉢 頸 部 縄文 ?・ 沈線文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 25Y6/3(にぶ黄 ) ○ ○ ○ 01 5oun以 下

Ⅵ層 深 鉢 頸部 縄文・沈線文 ナ デ 25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 015111111以 下 184

Ⅵ層 深 鉢 頸部 縄文 ?・ 沈線文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ O i null以 下

V層 架鉢 頸部 縄文 ?・ 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 oull以 下

Ⅵ層 架鉢 胴部 縄文・沈線文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 25Y6/3(にぶ黄 ) ○ ○ ○ 01 5mm以下

V層 架鉢 胴部 縄文・沈線文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅵ層 架鉢 胴部 縄文・沈線文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 01 5alll以 下

Ⅵ層 胴部 縄文・沈線文 ナ デ 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 25Y6/3(に ぶ黄 ) ○ ○ 01 5mll以 下

Ⅵ層 深鉢 胴部 縄文 ?・ 沈線文 ナ デ 25Y5/3(黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 1mm以下

Ⅵ層 深 鉢 胴 部 縄文 ?・ 沈線文 ナ デ 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 3mm以下

Ⅵ層 深鉢 胴 部 縄文 ?・ 撚糸文 ナ デ 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 2mm以下

64 Ⅵ層 深鉢 胴部 縄文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 2 mlll以 下

深鉢 胴 部 縄文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 2mm以 下

V層 深鉢 胴部 縄文 ナ デ 7.5YR6/4(にぶい橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 2 nul以 下

V層 深鉢 胴部 撚糸文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 01 5mln以 下

Ⅵ層 深鉢 頸部 刺突文 (貝 殻腹縁 ) ナデ 75YR5/4(に ぶい褐) 75YR5/4(に ぶい褐) ○ ○ 01 5mln以 下

V層 深鉢 胴 部
貝殻条痕文

刺突文 (貝 殻腹縁 )

貝殻条痕文
→ナデ

10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 4mm以下

Ⅵ層 深鉢 胴 部
貝殻条痕文

如1牢ヤ

`日

粋 府縁 )

貝殻条痕文
→ナデ

10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 5 mnl以 下

Ⅵ層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 04m以下

Ⅵ層 深鉢 胴 部 貝殻条痕文
只 餃 余 恨 又

→ナデ
75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 5 null以 下

V層 深鉢 胴部 員殻条痕文
貝 殻 余 恨 又

→ナデ
75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 8 mlll以 下

Ⅵ層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 25Y6/2(灰黄 ) ○ ○ 0 3 mln以 下 205

Ⅵ層 深 鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 10YR5/4(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ ○ 0 6 mln以 下

Ⅵ層 深鉢 胴部 貝殻条痕文
貝殻条痕文
→ナデ

10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 5mm以下

V層 深鉢 口縁～胴部 貝殻条痕文
貝殻条痕文

→ナデ
75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐) ○ ○ 0 2 nllll以 下

口唇部 キザミロ
|¬縁径 :,7rm

V・ Ⅵ層 深鉢 口縁～胴部 貝殻条痕文
員殻条痕文

→ナデ
75YR4/2(灰 褐 ) 10YR4/2(灰 黄褐) ○ ○ 0 2mm以下 口唇部キザミロ

V層 深 鉢 口縁部 貝殻条痕 文 ナ デ 5YR5/3(にぶ い赤褐 ) 75YR4/2(灰 褐 ) ○ ○ 0 1 1ull以 下
口唇部 キザミロ
穿

=L有
り

212

Ⅵ層 深鉢 日縁部 貝殻条痕文
只殻条jlt文

→ナデ
10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 75YR6/4(に ぶい橙 ) ○ ○ ○ 01 5mm以下 口唇部キザミロ

Ⅲ層 深鉢 口縁部 貝殻条痕文
貝餃余根又

→ ナデ
5YR3/1(オ リープ黒 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 2 mln以 下 日唇部キザミロ

V層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 25Y4/1(黄灰 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 1 nllll以 下

V層 深鉢 胴 部 貝殻条痕文
貝殻条痕文

→ナデ
75YR5/4(に ぶ い褐 ) 75YR6/4(に ぶ い橙 ) ○ ○ 0 3 aull以 下

84 V層 深鉢 胴部 貝殻条痕文
貝殻条痕文

→ナデ
10YR5/2(灰 黄褐 ) 75YR5/2(灰 褐 ) ○ ○ 0 2 ollll以 下

V層 深鉢 胴 部 貝殻条痕文 ナ デ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶ い褐 ) ○ ○ 0 4 nun以 下

V層 深鉢 胴部 貝殻条痕文
貝殻条痰文

→ナデ
75YR5/3(に ぶい褐 ) 5YR4/3(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 2mm以下

V層 深鉢 胴部 貝殻条痕文
貝殻条痕文
→ナデ

10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR4/2(灰 褐 ) ○ ○ 0211111以 下 スス付着

88 V層 深鉢 胴 部 貝殻条痕文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 75YR4/3(褐 ) ○ ○ 0 2mm以下

V層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 ナ デ 5YR5/4(にぶい赤褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐) ○ ○ 0 2mm以下 スス付着
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3.石 器

縄文時代早期の遺物包含層中より285点の石器が出土 している。ここでは製品類を中心に報告を行う。なお石

器の整理作業に当たっては従来使用されている器種についての分類基準を設定し、器種分類をおこなった。その

器種分類については滑川第 3遺跡の整理作業における分類であり、他の遺跡のものと共通するものではない。な

おアカホヤ火山灰層上位遺物包含層における石器の器種分類についても同様の基準で器種分類をおこなってい

る。器種分類の定義については第 4章の第 3項 を参照 していただきたい。

石鏃 (90～ 117)及び石鏃未製品 (118～ 120)

未製品及び欠損品を含め包含層中より総数31点出土している。平面形態や加工状況により以下の細分類が可能

である。またこの細分類については本遺跡の縄文早期の石鏃にのみ使用される分類である。

・I 類 (90～94) :長 さと幅が1.5cm以 下で、長幅比が概ね1:1に 収まるもの。桑ノ木津留産黒曜石の使用が目立

つ。総数で 5点出土している。

・Ⅱ 類 (95・ 96) :特 徴的な扶 り。脚部を呈するもの。いわゆる鍬形鏃と呼ばれる類。総数で 2点出土している。

・Ⅲ 類 (97～ 100):刃 縁が鋸歯状を呈するもの。姫島産黒曜石の使用が目立つ。総数で 4点出土 している。

・Ⅳ 類 (101～ 104):基部の快 りが浅 く、脚部の先端が平たく尖がるもの。チャー トの使用が目立つ。総数で 4点

が出土 している。

・V 類 (105～ 108):I類～Ⅳ類の分類に当てはまらないものの中から扶 りのないもの又は浅いものをまとめ

た。総数で 4点が出土している。

・Ⅵ 類 (109～ 115):I類～V類の分類に当てはまらないものの中から扶 りの深いものをまとめた。総数で 7点

が出土 している。

・欠損品 (116・ 117):著 しく欠損 してお り上記の分類に当てはめることができなかった資料である。残存する部

分から推察すると116は Ⅲ類に117は Ⅵ類に該当するとも考えられる。

・未製品(118～ 120):上 記のものに比べ分厚 く加工が荒いものを集めている。尖頭状石器に分類される資料が混

じる可能性 も考えられる。総数で 3点が出土 している。

尖頭状石器未製品 (121～ 123)

剥片を素材 として両面調整または半両面調整によりやや鈍い先端部を作 り出しているもの。石鏃よりも規模は

大きく調整は荒い。石鏃の未製品が含まれている可能性 も考えられる。123は 全体の形状が三角形で石鏃のよう

な平面形であるが、かなり規模は大きく調整が粗いため石核 とも考えられる。

石錐 (124)

剥片の形状を大きく残すもの。寸詰まりの不整形な斜め剥ぎの剥片を素材としている。総数で 1点が出土 して

いる。

石匙 (125～ 128)

総数で 4点が出土 している。いずれも縦型の資料である。128は緑色堆積岩を使用 している。この緑色堆積岩

は船引地区遺跡群では磨製石斧によく使用される石材であり、石匙への使用は珍 しい。

スクレイパー (1290130)

総数で 2点が出土 している。いずれも素材剥片の下端部に刃部調整を施すものである。

石核 (131)剥片・砕片

石核は18点 (内訳 :黒曜石製 8点、チャー ト製 6点、頁岩製 2点、砂岩製 1点、ホルンフェルス製 1点 )出土

しているものの内1点のみ図示している。剥片・砕片は図示 していないが、総数で213点出土 している。石核 。剥

片類 ともに様々な石材が使用されてお り、総数と重量の内訳は以下のとお りである。(チ ャー ト42点 :450。 8g、

流紋岩・頁岩81点 :907.8g、 砂岩23点 :374.8g、 姫島産黒曜石34点 :107.7g、 黒色を呈する黒曜石38点 :61.4g、

安山岩・サヌカイ ト10点 :24.lg、 その他 3点 :136.6g ※石材鑑定については肉眼観察によるものであり、分

析方法によっては数字が変動する可能性が考えられる。)全体の傾向をみると石核 も剥片も砂岩・頁岩・流紋岩

製のものは大振 りなものが多 く、そのほかの石材のものは小振 りなものとなっている。

敲石・磨石 (132～ 135)

総数で 8点出土 している。使用石材については砂岩製のものばか りで、尾鈴山酸性岩製のものが 1点だけ混 じ

る。敲石は使用痕が端部に見られるものや平坦面に見られるものなどがあり、使用痕の位置で細分が可能である。

石皿

図示 しなかったが、総数で 5点が出土 している。すべて砂岩製である。
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第35図 縄文時代早期遺働包含層出土主要石器 【器種別】分布図 (S=1/600)
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●…桑ノ木津留産黒曜石

●…腰岳産黒曜石

●…針尾産黒曜石

●…姫島産黒曜石

▲…買岩

▲…安山岩・サヌカイト
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第36図 縄文時代早期遺物包含層出土主要石器 【石材別】分布図 (S=1/600)
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第37図 縄文時代早期遺物包含層出土石器実測図① (S〓 2/3)
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第38図 縄文時代早期遺物包含層出土石器実測図② (S=2/301/2)
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第4表 縄文時代早期遺物包含層出土石器計測分類表
遺物
NQ

理

Ｑ

整

Ｎ
器 種

出土
グリット

層位 石 材 長 (Cm) 幅 (Cm) 厚 (Cm) 重 (g) 備 考

90 打製石鏃 F4 V 黒曜石 (針尾 ) 1.25 0.3 0.4

91 打製石鏃 G4 Ⅵ 黒曜石(桑 ノ木津留) (1.5) 0.3 (0.4) 先端部欠損

26 打製石鏃 B3 Ⅵ 頁岩 (1.3) (1.35) 0.3 (0.4) 脚部欠損

93 打製石鏃 C4 Ⅵ 黒曜石(桑 ノ木津留) 1.25 1.05 0.25

94 36 打製石鏃 F4 Ⅵ 黒曜石(桑ノ木津留) 1.05 0.25 0.3

95 48 打製石鏃 C4 Ⅵ チャー ト (2.75) (1.3) (0.45) (1.3) 鍬形鏃、右半分欠損

49 打製石鏃 C4 Ⅵ 黒曜石 (腰岳) 0.4 0.9

打製石鏃 G3 V 頁岩 0.8 3.8 帖地型石鏃

98 打製石鏃 F2 V 黒曜石 (針尾 ) 0.15 0.4

39 打製石鏃 G3 Ⅵ 黒曜石 (姫島) (2.8) (1.4) (0.5) (1.1) 先端部・脚部欠損

100 34 打製石鏃 Fl V 黒曜石 (姫島) 1.8 0.35

101 30 打製石鏃 C3 Ⅵ チャー ト (1.8) 0.4 (0.9) 先端部欠損

102 44 打製石鏃 V チャー ト (2.3) (1.9) 0.3 (0.9) 脚部欠損

103 打製石鏃 C4 Ⅵ チャー ト 2.65 2.0 0.5

104 打製石鏃 C4 Ⅵ 頁岩 2.4 0.4

105 47 打製石鏃 B3 Ⅵ チャー ト (1.8) (1.5) 0.3 (0.5) 脚部欠損

106 396 打製石鏃 F4 Ⅵ チャー ト (1.75) 2.0 0.4 (1.5) 先端部欠損

打製石鏃 F4 Ⅵ チャー ト 0.5 1.0

108 40 打製石鏃 G4 Ⅵ 黒曜石(桑 ノ木津留) (1.7) (1.2) 0.25 (0.4) 脚部欠損

109 28 打製石鏃 C4 Ⅵ チャー ト (2.5) (1.55) 0.4 (1.1) 脚部欠損

110 打製石鏃 F4 Ⅵ 頁岩 (2.8) (1.35) (0.5) (1.1) 鍬形鏃、脚部欠損

打製石鏃 V チャー ト (2.6) (1.5) 0.45 (1.3) 脚部欠損

38 打製石鏃 F4 Ⅵ 頁岩 (1.55) (1.4) 0.45 (0.5) 脚部欠損

打製石鏃 C3 Ⅵ 黒曜石 (姫島) 2.0 0.35 0.7

43 打製石鏃 V チ ャー ト (1,7) (1.6) 0.3 (0.7) 先端部・脚部欠損

打製石鏃 V 黒曜石(桑 ノ木津留) (1.75) (1.1) (0.45) (0.4) 脚部欠損

116 37 打製石鏃 F4 Ⅵ チャー ト (2.95) (1.5) (0.35) 脚部欠損

42 打製石鏃 V 黒曜石 (姫島) (1.45) (1.4) (0.45) (0.6) 先端部 。脚部欠損

118 46 打製石鏃未製品 B3 Ⅵ 頁岩 3.0 0.7 4.0

119 打製石鏃未製品 G3 Ⅵ 流紋岩 1.0 6.8

120 50 打製石鏃未製品 Fl V 黒曜石 (姫島) 2.25 1.8 0.5

400 尖頭状石器未製品 F3 Ⅵ 流紋岩 (1.5) (1.8) (0.4) (1.0) 石鏃の先端部の可能性有

122 54 尖頭状石器未製品 C4 V チャー ト 2.95 0.9 7.3

401 尖頭状石器未製品 C4 Ⅵ 流紋岩 3.9 22.8 石核の可能性有

124 56 石 錐 F4 V 頁 岩 2.35 1.55 0.4 1.06

57 石匙 D4 V チャー ト 4.65 0.65 7.82

126 395 石 匙 E6 V 黒曜石 (姫島 ) 3.25 1.0 6.8

127 58 石匙 E5 V 安山岩 0.4

128 398 石匙 B3 Ⅵ 緑色堆積岩

129 スクレイパー B3 Ⅵ 頁 岩 17.9

130 397 スクレイパー B3 Ⅵ 流紋岩 42.8

60 石核 C3 Ⅵ ホルンフェルス 5.05 121.4

62 敲石 C4 Ⅵ 砂岩 8.1 3.55 213.4

63 敲石 F3 Ⅵ 砂岩 13.75 8.45 4.25 684.79

134 磨石 G3 Ⅵ 尾鈴山酸性岩 11.55 10.5 6.55 1093.1

399 敲石 G4 Ⅵ 砂岩 13.7 8.3 4.0 563.7

(  )の値は残存値を示す
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SI-34
ぐ4c年代 :11530± 90年 BP》

SI-1
ぐ4c年代 :9870± 70年 BP》

SI-28
ぐ4c年代 :9620± 70年 BP》

写真図版5 縄文時代早期遺構①
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SI-26
《14c年代 :9430± 70年 BP》

SI-25
(4c年代 :9000± 70年 BP》

SI-35
《14c年代 :8770± 80年 BP》

写真図版6 縄文時代早期遺構②
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|マ毛年代:8420± 70年 BP》

SI-7・ 9
《7…・14c年代 :8410± 60年 BP》

《9‥ .14c年代 :8320± 70年 BP》

SI-6
ぐ4c年代 :8330± 60年 BP》

写真図版7 縄文時代早期遺構③
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SI-8
《14c年代 :8310± 70年 BP》

SI-29
《14c年代 :8210± 70年 BP》

SI-10
(4c年代 :7780± 60年 BP》

写真図版8 縄文時代早期遺構④
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SI… 13

写真図版9 縄文時代早期遺構⑤
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写真図版10 縄文時代早期遺構 6



SC-7

写真図版 11 縄文時代早期遺構⑦
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写真図版12 SC-3出土土器
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写真図版13 縄文時代早期遺物包含層出土土器①
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写真図版14 縄文時代早期遺物包含層出土土器②
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写真図版15 縄文時代早期遺物包含層出土土器(3)
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写真図版16 縄文時代早期遺物包含層出土土器④
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不明土製品



写真図版17 縄文時代早期遺物包含層出土石器
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第Ⅳ章 アカホヤ火山灰層上位についての調査

第 1節 遺

土 坑

SC-1
V層上面で検出された。平面プランは長軸2.05m。 短軸0。85mの長楕円形を呈 し、検出面からの深さは0.7mで

ある。埋土は自色パ ミスを多量に含む軟質の褐色土で、用途については不明である。

SC-2
V層上面で検出された。平面プランは長軸 1。3m。 短軸0。8mの不整形な楕円形を呈 し、検出面からの深さは0.25

で、遺構ほぼ中央に直径約0.6m。 深さ0.75mの ビットを有する。埋土は炭化粒を含むやや軟質の黄褐色土で、そ

の中からは姫島産黒曜石製の石鏃未製品が 1点出土 している。又、埋土中の炭化粒で放射性炭素年代測定分析を

実施 したところ、使用推定時期は470± 70年 BPと いう結果が得 られているが、用途については不明である。

SC-8
Ⅸ層上面で検出された。平面プランは長軸1.lm。 短軸0.55mの 長楕円形を呈 し、検出面からの深 さは0。55mで

ある。埋土は軟質の褐色土で、用途については不明である。

SC-14

Ⅷ層上面で検出された。平面プランは約1.lmの 円形を呈 し、検出面からの深さは0。7mである。埋土は炭化粒

を含む軟質の黄褐色土で、その中からは黒曜石製の石鏃 (先端部のみ)が 1点 と黒曜石製の剥片が 1点出土 して

いる。又、埋土中の炭化粒で放射性炭素年代測定分析を実施 したところ、使用推定時期は2980± 50年BPと いう

結果が得 られているが、用途については不明である。

SC-16
Ⅷ層上面で検出された。平面プランは約 lmの 円形 を呈 し、検出面か らの深 さは0.6mで ある。埋土は炭化粒

を含む軟質の黄褐色土で、その

中からは頁岩製の剥片が 1点 と

チャー ト製の剥片が 1点出土 し

ている。又、埋土中の炭化粒で

放射性炭素年代測定分析を実施

した ところ、使用推定時期 は

3010± 50年BPと いう糸吉果が得

られているが、用途については

不明である。

SC-1
0               1m

第39図 アカホヤ火山灰層上面検出土坑実測図① (S
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L=8型 ml

2.竪穴状遺構

SX-2
調査区のほぼ中央、グリッドE5区に位置

する。SX-2が所在する地形は西へと下る緩

斜面の中腹にあたる。

平面形態は不整隅丸方形を呈する。規模は

長軸3.67m、 短軸3.23m、 検出面から掘 り込

み面までの深さは0.24mである。床面からは

長軸0。 25m、 短軸0。 20m、 深さ0.15mの不整

楕円形を呈する柱穴を 1基検出した。しか

し、床面の大部分で樹根等の撹乱をうけてい

たため、遺構内から他に柱穴を確認すること

はできなかった。また、本遺構周辺からも柱

穴が確認されたが、 1基のみの検出であった

第40図 アカホヤ火山灰層上面検出土坑実測図② (S=1/30)

ため、上屋を構成するための柱穴かどうかは判断できなかった。なお、遺構中央部には不整楕円形を呈する浅
い落ち込みが確認されている。埋上の堆積状況から判断すると、この落ち込みはSX-2に 伴うものと思われる。
SX-2の性格については、上屋構造を想定できる柱穴の配置が確認されなかったこと、床面が水平でないことな

ど、竪穴住居 と結論付けるには不確定な要素が多かった。そのため、本報告では用途不明の竪穴状遺構 とした。

SX-2の埋土中からは数点の弥生土器が出土した。 1～ 3は甕形土器である。 1は口縁部から胴部まで残存 し
ている。日縁部は緩やかに外反する。口唇部は平坦面を形成するが、端部は丸い。胴部はあまり張らない。外面

調整は口縁部がナデ、胴部が板状工具によるナデである。内面調整は口縁部がナデ、胴部が横位のハケメであ
る。 2は胴下半部の破片である。胴部から脚部に至る屈曲部が残存 していることから、脚台を有 していたものと

思われる。調整は外面が縦位のハケメ、内面がナデである。 3は底部片である。脚台状を呈 してお り、上げ底で

ある。外面調整はナデ・指オサエである。内面は剥落 しているため、調整は不明である。 4は ほぼ完形の鉢形土

器である。日縁部は直立 して立ち上が り、日唇部を丸 くおさめる。底部はやや上げ底である。外面調整は日縁部
～胴上半部がナデ、胴下半部が指オサエである。内面調整はナデである。SX-2か ら出土 した遺物の時期は甕形

土器の形態的特徴から、弥生時代終末期頃と考えられる。
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第41図 SX-2実測図 (S=1/40)及びSX-2出 土遺物実測図 (S=1/3)

SX-2出 土遺物観察表

‐‐輌洒鱚鱚鱚明Ⅷ型‐

第5表

〇

脇
翅

Ｑ

遺

Ｎ
出土
地点

器種
残存
部位

文様及び調整 色 調 法   量 (Cm)

備 考

物
理

Ｑ

遺
整

Ｎ外  面 内 面 外  面 内 面 口径 底 径 器 高

1 SX-2 甕
口縁～

月同音

`

ナデ 板状工具
によるナデ

ナデ ハケメ 7.5YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

(238) スス付着 反転復元

SX-2 甕
胴～

脚部
ハケメ ナ デ

7.5YR6/4
にぶい橙

7.5YR6/4
にぶい橙

369

SX-2 甕 底 部 ナデ 指オサエ 7.5YR5/4
にぶい褐

内面剥落 反転復元

SX-2 鉢 完形 ナデ 指オサエ ナ デ
7.5YR6/4
にぶい橙

75YR4/3
褐

-69-
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第42図 アカホヤ火山灰層上面検出遺構配置図 (S=1/600)
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第43図 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土縄文土器分布図 (S=1/600)
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第 2節 包含層出土遺物

1.縄文土器

アカホヤ火山灰層上位においては、Ⅲ層 (通称 2次アカ)が残存している区域から縄文土器が出土した。出土

した縄文土器はそのほとんどが縄文時代前期のもので、極わずかに縄文時代晩期のものも含まれていた。

貝殻条痕文土器・轟式土器 (1～ 70)

貝殻条痕文土器及び轟式土器は出土した70点全てを資料化している。

1は 内外面に貝殻条痕文を施した口縁部片で、日唇部を外反方向に対し垂直な面で平らに仕上げている。2～

6は 内外面に貝殻条痕文を施した胴部片で、いずれも小破片のため器形的特徴は不明である。7～ 10は地文に

貝殻条痕文を施したあと断面三角形の隆起帯文を施した口縁部片で、9010はそれに加え横位の列点文を施して

いる。11～ 17は 9。 10と 同様の特徴をもつ土器群の胴部片である。18～31は 地文に貝殻条痕文を施したあと断

面三角形の隆起帯文を施し、その隆起帯文にキザミロを施した胴部片である。いずれも小破片のため器形的特徴

を把握しにくいが、23に ついては胴部がやや張る器形ではないかと推測される。32～34は 地文に貝殻条痕文を

施したあと隆起帯文を施し (キザミロ有り)、 その隆起帯文の下位に刺突文を加えて施した口縁部片及び月同部片

である。32に ついては平らに仕上げた口唇部にキザミロを施している。35～ 43は 地文に貝殻条痕文を施しそれ

に加え隆起帯文を施した口縁部片である。日唇部については平らに仕上げたもの (35038・ 39042)と やや尖り

気味に仕上げたものといずれも確認できる。44～65は 35～ 43と ほぼ同様の特徴をもつ土器群の胴部片で、440

52058・ 60に ついては隆起帯文にキザミロを施している。66～70は外面に細い棒状工具による沈線文と隆起帯

文 (キ ザミロ有り)を施した胴部片で、いずれも小破片のため器形的特徴などの詳細は不明である (66～ 70につ

いては、地文の貝殻条痕文が判断しにくく、もしかすると轟式土器の範疇には入らないのかもしれないが、轟式

土器に後続する野口式土器の特徴も併せ持った土器として今回はこの土器群のなかで取り扱った)。

曽畑式土器 (71～ 134)

曽畑式土器は178点 出土し、そのうち64点 を資料化している。

71～85は 口縁部外面 (口唇部直下)に 2列から3列の羽状の刺突文を施し、その下位に沈線文を施した口縁

部片 (破損して回唇部付近が残存しないものも含む)である。平口縁 (71～ 73・ 77・ 81・ 82)と 波状口縁 (74～

76)いずれもあり、そのほとんどが外反しており、又、平らに仕上げた口唇部にはキザミロを施している。尚、

内面には沈線文を施しているが、その文様形態は外面と似たものが多く見られる。86～88は 71～ 85同様口縁部

外面 (口唇部直下)に刺突文を施しているが、その施文範囲は71～ 85よ りも広く一方向に数列刺突している。内

面は71～ 85と は異なり沈線文は施さず貝殻条痕文のあとナデ調整を行っている。やや外反する71～ 85と 比較する

と86・ 87は いずれも直回しており、平らに仕上げた口唇部にはキザミロを施している (86)。 89は 内外面に沈線

文を施した口縁部片で、平らに仕上げた口唇部にはキザミロを施している。90～ 134は外面に細い棒状工具によ

る幾何学的な沈線文を施した胴部片である。

その他 (135～ 144)

135は外面に刺突文と隆起帯文を内面に貝殻条痕文を施した胴部片である。前述の轟式土器や曽畑式土器とほ

ぼ同時期のものではないかと推測されるが、小破片のため器形的特徴など詳細が不明で断定は出来ない。136・

138は 口縁部に肥厚帯を巡らした口縁部で、いずれも外面に貝殻条痕文を施したあとナデ調整を行っている。

137は屈曲部をもった胴部片で、136・ 138と ほぼ同様の特徴をもつ土器であろう。139～ 144は 内タト面ともにミガ

キ調整を行った胴部片で、小破片のため断定は出来ないが滑川第2遺跡でも出土した胴部に屈曲部を持つ浅鉢の

胴部ではないかと推測される。
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第6表 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土縄文土器観察表

出土
層位

器形 部位
文様及び調整 色 調 胎 土

備  考
測
号

実
番

外 面 内 面 外  面 内 面 石英 長石 砂粒

l Ⅲ層 深鉢 口縁部 貝殻条痕文
貝殻条痕→

ナデ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 5YR5/4(|こ ぶυttt褐 ) ○ ○ 0 5 oull以 下

深鉢 胴部 貝殻条痕文
貝殻条痕→

ナデ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2oul以 下 穿孔有 り 225

3 皿層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕 75YR5/4(に ぶい褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 01 5null以 下

4 皿層 深鉢 貝殻条痕文 貝殻条痕 75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 01 5mln以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕 5YR4/3(にぶい赤褐 ) 75YR4/3(褐 ) ○ ○ ○ 0 3 mll以 下 228

皿層 深鉢 胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕 75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR4/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2mm以下

皿層 深鉢 日縁部
貝殻条痕文
降f・L帯ヤ 貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2mm以下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 口縁部
貝殻条Jlt文

隆起帯文
貝殻条痕 5YR4/3(に ぶい赤褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 01 5nlnl以 下

Ⅲ層 深鉢 口縁部
貝殻条痕文

隆起帯文 列点文
貝殻条痕→

ナデ 75YR4/2(灰 褐 ) 25Y5/2(暗灰黄 ) ○ ○ 0 2 null以 下 口縁径35 6cm 240

Ⅲ層 深鉢 口縁部
貝殻条痕文

隆起帯文 列点文
貝殻条痕→

ナデ 25Y4/1(黄灰 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 01 5nul以 下 242

皿層 深鉢 貝殻条痕文 列点文
貝殻条痕→

ナデ
10YR5/2(灰 黄褐 ) 25Y5/2(暗灰黄 ) ○ ○ 0 3 ollll以 下

Ⅲ層 深鉢 貝殻条痕文 列点文
貝殻条痕→

ナデ
25Y4/2(暗灰黄 ) 10YR5/3(に ぶ い黄褐 ) ○ ○ 0 4 mlll以 下 252

Ⅲ層 深鉢
貝殻条痕文→ナデ

万

“

占せ
貝殻条 Jlt→

ナデ
10YR4/1(褐 灰 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 3 mln以 下

Ⅲ層 深鉢
貝殻条痕文

隆起帯文 列点文
貝殻条痕→

ナデ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 25Y5/1(黄灰 ) ○ ○ 05111111以 下

Ⅲ層 深鉢
貝殻条痕文

降起帯文 刺突文
貝殻条痕→

ナデ
10YR4/4(褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 4 mlll以 下 236

皿層 深鉢
貝殻条痕文

隆起帯文 ,1点 文
貝殻条痕→

ナデ
10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 4 oun以 下

Ⅲ層 深 鉢 IIn部
貝殻条痕文

略掟帯せ ■1牢■
‐ 貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ 0 2 nul以 下 スス付着

Ⅲ層 深 鉢 胴 部
貝殻条根又

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 10YR4/2(灰 黄褐 ) 5YR5/4(|こ あくい坊そ模]) ○ 0 3 null以 下 285

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痰文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)

貝殻条痕→
ナデ 75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(にぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 3 allll以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/3(にぶい赤褐 ) ○ 0 1 mll以 下 スス付4tr

Ⅲ層 深鉢 1同 部
貝殻条痕文

降起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(にぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 uull以 下

皿層 深鉢
貝殻条痕文

F.X起 帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 mlll以 下

Ⅲ層 朱鉢 胴 部
貝 殻 朱 恨 又

隆 起 帯 文 (キ ザ ミ ロ )

貝殻朱 Jjt→
ナデ

25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 4 mll以 下

Ⅲ層 架鉢
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 5YR4/3(1こ ぶυヽカミ褐) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 2 allll以 下 284

Ⅲ層 深鉢
只殻朱恨又

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ 0 2 nun以 下

Ⅲ層 栞鉢
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)

貝殻条痕→

ナデ
75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ ○ ○ 0 2 ollll以

~ト

Ⅲ層 柴鉢
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(にぶ い赤褐 ) ○ ○ 0 1 mln以 下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下 内面の剥離が著

しい

Ⅲ層 深 鉢 Elイ家者5
貝殻条痕文

隆起lF文 (キ ザ ミロ)
員殻条痕 10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 1mm以下

Ⅲ層 鉢

貝殻条痕文
隆起帯文 (キ ザ ミロ)

刺突文
貝殻条痕 10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 oull以

~ト

Ⅲ層 架鉢

貝殻条痕文
隆起帯文 (キ ザ ミロ)

刺突文

貝殻条痕→

ナデ
10YR4/2(灰 黄褐 ) 5YR5/4(にぶい坊t褐

) ○ ○ ○ 0 9mm以下 スス付着

Ⅲ層 深 鉢
「

!縁 ～月同書ト
貝殻条痕文→ナデ

隆起帯文 (キ ザ ミロ)

■‖牢■・
貝殻条痕→

ナデ
75YR5/3(|こ方{い 様3) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 01m以下

スス付着 EI縁
部にキザ ミロ

Ⅲ層 深 鉢
文
せ

痕
空

条
刺

殻只 又根
＞

朱
？

殻
＜

只
10YR6/4(に ぶい黄橙 ) 10YR5/4(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 1 null以 下

皿層 深鉢
貝殻条痕文 (?)

如I突支
貝殻条痕文

(?)
10YR5/4(|こ 』くいデ苺糀1) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 1 oul以 下

Ⅲ層 深 鉢 口縁 ～胴部
隆起帯文

(貝 殻 l12縁 Illl圧 )

貝殻条痕→

ナデ
75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(に ぶい赤褐 ) ○ ○ ○ 0 4 null以 下

スス付着
キザミ日

部

右

唇

孔
口
穿 257

Ⅲ層 深鉢 口縁部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕→

ナデ
10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 4 nllll以 下 244

Ⅲ層 深 鉢
「

1縁 ～胴部
貝殻条痕文 (?)

隆起lF文
貝殻条痕→

ナデ
5YR4/3(にぶい赤褐 ) 7.5YR5/3(にぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 3 oull以 下 スス付着

深 鉢 EI縁 部
貝殻条痕文
降 l・LttΨ 貝殻条痕 10YR5/2(灰 黄褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 1 1ull以 下

Ⅲ層 深鉢 日縁～胴部
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)

貝殻条痕→
ナデ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 3 mlll以 下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 日縁～1同部
貝殻条」itt文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅲ層 深鉢 日縁～胴部
貝殻条Jit文

隆起帯文
貝殻条JJt 75YR4/2(灰 褐 ) 75YR5/3(に ぶ い褐 ) ○ ○ ○ 0 1 null以 下

深鉢 口縁部
貝殻条痕文
略紀帯 0‐

貝殻条痕→

ナデ 25Y5/2(1占 灰黄) 10YR5/3(に ぶい黄褐) ○ ○ O i null以 下

Ⅲ層 深 鉢 口縁部
貝殻条痕文
賂 l・L帯■

‐ 貝殻条痕 10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 01 5null以 下

44 Ⅲ層 深鉢 lll部
貝殻条痕文

F.k起 lF文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶ い褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅲ層 深鉢 胴 部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝 殻 余 Jlt→

ナデ 10YR5/2(に ぶ い黄褐 ) 75YR6/4(に ぶ い橙 ) ○ ○ 0 1 oull以 下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 胴 部
貝殻条痕文

隆起帯文 (貝 殻 lll縁 押圧 )

貝殻条痕→

ナデ
75YR4/2(灰 褐 ) 5YR5/4(にぶい赤褐 ) ○ ○ 0 2 nlnl以 下 スス付 4・f
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土
位

出
層 器形 部位

文様及び調整 色 調 胎 土

備  考
外 面 内 面 外 面 内 面 石英 長石 砂粒

一月一番

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

(貝 殻腹縁押圧 )

貝殻条痕→
ナデ 75YR4/3(褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 3mm以下

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕→
ナデ 75YR5/4(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 nllll以 下

Ⅲ層 深鉢 胴 部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕 75YR6/4(に ぶい橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 3mm以下

皿層 深 鉢 胴 部
貝殻条痕文
隆記帯十 貝殻条痕 75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 3mm以下

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕 75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 2mm以下

Ⅲ層 深鉢
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)
貝殻条痕 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 75YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 1mm以下

皿層 深鉢
貝殻条痕文
隆起帯 文

貝殻条痕→
ナデ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 02 5mn以下 炭化物有 り

Ⅲ層 深鉢
貝殻条痕文
略 IE帯ヤ 貝殻条痕 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 8mm以 下 スス付着 276

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕→

ナデ
10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 mlll以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻朱沢→

ナデ
25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下 穿孔有 り

皿層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆紀帯せ 貝殻条痕 5YR5/4(にぶい赤褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 1 null以 下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 日縁部
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)

貝殻条痕→
ナデ 75YR4/2(灰 褐 ) 75YR4/2(灰 褐 ) ○ ○ ○ 0 2 null以 下 239

Ⅲ層 深 鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕→
ナデ 75YR5/4(に ぶ い褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 3mm以下 237

Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文

隆起帯文 (キ ザ ミロ)

貝殻条痕→
ナデ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2mm以 下

Ⅲ層 深 鉢 胴 部
貝殻条痕文
降起lI文

貝殻条痕→

ナデ 2.5Y4/1(黄 灰 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 1mm以 下 炭化物右 り 232

深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕 75YR5/4(に ぶい褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 3mm以 下 269

深鉢 胴部
貝殻条痕 文
隆起帯文

貝殻条痕→

ナデ
75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下

64 Ⅲ層 深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆紀帯 す 貝殻条痕 10YR5/2(灰 黄褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐) ○ ○ 0 2 nul以 下 スス付着

深鉢 胴部
貝殻条痕文
隆起帯文

貝殻条痕 10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ O i nul以 下 255

Ⅲ層 深鉢 胴部 隆起帯文 沈線文
貝殻条痕→

ナデ
75YR4/2(灰 褐 ) 75YR4/3(褐 ) ○ ○ ○ 0 1 nul以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部
隆起帯文 (キ ザ ミロ)

沈線文
ナ デ 75YR4/2(灰 褐 ) 75YR4/3(褐 ) ○ ○ ○ 0 1 oull以 下 268

Ⅲ層 深鉢 1同 部
隆起帯文 (キ ザ ミロ)

沈線文
ナ デ 75YR4/3(祥 3) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2 nlln以 下 スス付着 263

Ⅲ層 深鉢 胴部
隆起帯文 (キ ザ ミロ)

沈線文
貝殻条痕→

ナデ
75YR7/1(り 1ネ島うマ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 2mm以 下 262

Ⅲ層 深鉢 胴 部
隆起帯文 (キ ザ ミロ)

汁紬ヤ
貝殻条痕→

ナデ
75YR4/2(灰 褐 ) 75YR4/3(褐 ) ○ ○ ○ 0 2mm以 ト

Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 刺突文・沈線文
iた 線又 ・

ナデ
10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 1 nun以 下 波状日縁 日唇部

にキザミロ(棒状)

Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 刺突文・沈線文 又
デ

線
ナ

光 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR4/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 1 mlll以 下
口唇部にキザ ミ
日(棒状 )

皿層 深 鉢
「

l縁 ～胴部 刺突文・沈線文
又

デ

嶽

ナ

λ
10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2mm以下 口唇部 にキザ ミ

日(棒状 )
295

Ⅲ層 深鉢 口縁部 刺突文・沈線文
文
デ

様
ナ

尤 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR4/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 mln以 下 口唇部に刺突文

皿層 深鉢 口縁～胴部 刺突文・沈線文 又
デ

線
ナ

尤 25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 nul以 下 波状
「

!縁  日梓郡
にキザミロ(棒 状)

Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 刺突文・沈線文
文
デ

線
ナ

沈
10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 4 allll以 下 波状口縁 日唇部

にキザミロ(棒 状)

Ⅲ層 深鉢 口縁部 刺突文 沈線文 75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ O l llull以 下 口唇淵Sに キザ ミ
日(棒 状 )

Ⅲ層 深鉢 日縁部 刺突文 沈線文 10YIt5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 01 5mm以下
「

!唇部に刺突文

Ⅲ層 深鉢 日縁部 刺突文 沈線文 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2mm以下「
1唇部にキザ ミ

ロイオ条』やヽ

Ⅲ層 深鉢 口縁部 刺突文 沈線文 沈線文 10YR5/2(灰 黄褐 ) 25Y5/3(黄褐 ) ○ ○ 0 1mm以下 口唇部に刺突文

Ⅲ層 深鉢 口縁部 刺突文・沈線文 沈線文 25Y4/2(暗灰黄 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 1mm以下 口唇部にキザ
日(棒状 )

Ⅲ層 深鉢 口縁部 刺突文・沈線文
Π突文(員穀瞑縁)?

ナデ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 mHl以 下 に!唇 部 にキザ ミ
日

297

深 鉢 月同部 刺 突 文・沈 線 文 沈線文 10YR5/3(に ぶ い黄褐 ) 10YR5/3(に ぶ い黄 褐 ) 〇 〇 〇 0 1mm以
~ド

深鉢 1同 部 刺突文・沈線文 沈線文 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 ollll以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 刺突文・沈線文 沈線文 10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 5 mln以 下 スス付着

深鉢 口縁部 刺突文 (竹管状 )
貝殻条痕→

ナデ
75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 4 oull以 下

口唇部にキザ ミ
目

Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 刺突文 (竹管状 )
貝 殻 朱 洪 →

ナデ
10YR4/2(灰 黄褐 ) 75YR5/4(に ぶ い褐 ) ○ ○ 0 4 nllll以 下 口唇部 ?

深鉢 刺突文・沈線文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅲ層 深鉢 日縁～胴部 沈線文
デ
文

ナ
線

ラ
沈

ヘ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 5YR5/3(にぶい赤褐 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下 [1唇 部 にキザ ミ
日(棒状 )

298

皿層 深鉢 沈線文 ナ デ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 10YR6/3(|こ
'モ

いFi10) ○ ○ ○ 0 4mm以下

Ⅲ層 深鉢 沈線文 ナ デ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 4mm以下

Ⅲ層 深鉢 沈線文 ナ デ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶ い黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3mm以下

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 75YR7/1(明 褐灰 ) ○ ○ ○ 0 5mm以下 スス付清

Ⅲ層 深鉢 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 3mm以下 スス付着

皿層 深鉢 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 1nul以 下 スス付斎
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上
位

出
層 部位

文様及び調整 色 調 胎 土
備  考

菫■1

外 面 内 面 外 面 内 面 石英 クロウンモ 砂粒

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 2.5Y5/2(暗 灰黄 ) ○ ○ ○ 0 3 nul以 下

Ⅲ層 深鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 3 mull以 下

Ⅲ層 深鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 75YR4/2(灰 褐 ) ○ ○ ○ 0 2 oull以 下

皿層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 25Y6/3(にぶ黄 ) ○ ○ ○ 0 3mul以 下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR6/4(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 2 11ull以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐) ○ ○ ○ 0 3 null以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 ollll以 下

深鉢 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 1 ollll以 下

Ⅲ層 深鉢 沈線文 ナ デ 10YR4/1(褐 灰 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 1 nul以 下 345

深鉢 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 4 111nl以 下 308

Ⅲ層 深鉢 沈線文 ナ デ 10YR4/1(褐 灰 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ O l llul以 下 スス付着

Ⅲ層 深鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶ い黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 nllll以 下 336

皿層 深鉢 胴部 沈線文
貝殻条痕→

ナデ 25Y4/1(黄灰 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 01.5Eull以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 3 olll以 下 325

皿層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐) ○ ○ ○ 0 1 null以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下

深鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 4 oull以 下 327

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 null以 下 349

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR4/1(褐 灰 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下 344

Ⅲ層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 25Y4/2(暗灰黄 ) ○ ○ 015111111以 下

Ⅲ層 架鉢 胴部 沈線文
員殻条痕→

ナデ
10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 oull以 下 353

Ⅲ層 架鉢 1同 部 沈線文 貝殻条痕 75YR4/1(褐 色 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 0 2 oull以 下

Ⅲ層 架鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 5 null以 下 炭化物有 り

皿層 架鉢 胴部 沈線文 ナ デ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 75YR5/4(に ぶい橙 ) ○ ○ 0 3 null以 下

皿層 架鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 25Y5/2(暗灰黄 ) ○ ○ ○ 0 4 oull以 下

Ⅲ層 架鉢 胴部 沈線文 ナ デ 7.5YR5/4(にぶい褐 ) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ ○ 0 7 null以 下 スス付着

皿層 架鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶい黄褐) 25Y4/1(黄灰 ) ○ ○ ○ 0 2 olln以 下

Ⅲ層 深鉢
胴 ～

薦蔀ホヤl斤
沈線文 ナデ 75YR5/3(に ぶい褐 ) 75YR4/2(灰 褐 ) ○ 02皿以下

Ⅲ層 深 鉢 胴部 沈線文
貝殻条痕→

ナデ
10YR4/2(暗 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ ○ 0 4 nIIll以 下 スス付着

皿層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 null以 下

Ⅲ層 深 鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 7.5YR5/4(にぶい褐 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ 0 2 null以 下

皿層 深鉢 胴部 沈線文
貝殻条痕→

ナデ 25Y5/2(暗灰黄 ) 25Y4/1(黄灰 ) ○ ○ ○ 0 2nul以 下

深 鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 2 oull以 下

Ⅲ層 深鉢 胴 部 沈線文 ナ デ 10YR5/3(に ぶ い黄褐 ) 10YR4/1(褐 灰 ) ○ ○ 0 3oul以 下

深鉢 胴部 沈線文
貝殻条痕→

ナデ
25Y5/2(暗灰黄 ) 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) ○ ○ ○ 0 2 nllll以 下

Ⅲ層 深 鉢 沈線文
貝殻条痕→

ナデ
75YR5/4(に ぶい褐) 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) ○ ○ 0 2 nllll以 下

Ⅲ l171 深鉢 胴部 沈線文
只 餃 朱 JJt→

ナデ 75YR6/4(に ぶい橙 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ ○ 0 3 null以 下

皿層 深鉢 胴部 沈線文 ナ デ 10YR4/2(灰 黄褐 ) 5YR5/3(にぶい黄褐) ○ ○ 0 1 nul以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部
貼付突帯 (キ ザ ミロ)

押引文
貝殻条痕→

ナデ
10YR4/3(に ぶい黄褐 ) 75YR5/3(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 2 mnl以 下 スス付着

皿層 深鉢 口縁部 ナ デ ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 10YR5/2(灰 黄褐 ) ○ ○ 0 2 oul以 下

Ⅲ層 深鉢 胴部 ナ デ ナ デ 10YR5/2(灰 黄褐 ) 25Y5/2(暗灰黄 ) ○ ○ 0 2 null以 下 スス付着

深 鉢 口縁部 貝殻条痕文→ ナデ ナ デ 75YR5/4(に ぶ い褐 ) 75YR5/4(に ぶい褐 ) ○ ○ 0 5 null以 下 357

鉢 胴部 ミガキ ミガキ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 25Y5/1(黄灰 ) ○ ○ 0 1 Eull以 下

皿層 鉢 胴部 ミガキ
ミガキ

(剥 離多い)

10YR6/4(に ぶ い黄橙 ) 25Y5/1(黄灰 ) ○ ○ 0 1 oull以 下

鉢 胴部 ミガキ ミガキ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 25Y5/2(暗灰黄 ) ○ ○ 0 1 nul以 下

鉢 胴 部 ミガキ ミガキ 10YR5/3(に ぶい黄褐 ) 25Y5/1(黄灰 ) ○ ○ 0 1 null以 下 363

Ⅲ層 鉢 胴部 ミガキ ミガキ 10YR6/3(に ぶい黄橙 ) 25Y5/2(暗灰黄 ) ○ ○ 0 1 null以 下

鉢 胴 部 ミガキ ミガキ 25Y5/2(暗灰黄 ) 25Y5/1(黄灰 ) ○ ○ 0 1 nlnl以 下 144
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2.弥生土器

アカホヤ火山灰層上位の包含層が残存しているグリッドのうちF5区から弥生土器が集中して出土した。その

他C2・ C5・ E4区からも出土がみられたが、遺物量はF5区に比べて極端に少なかった。以下、各土器の詳

細について器種ごとに述べていきたい。

甕形土器

145～ 149は 回縁端部に一条の刻目突帯文を貼 り巡らす口縁部片である。突帯部の刻日は、いずれもヘラ状工

具によるものである。突帯部の断面形態は145～ 148は 蒲鉾状、149は 三角形を呈している。調整は145・ 148が

外面ハケメ、内面ナデで、1460147・ 149は 内外面ともにナデである。また、148は 突帯部直下に穿孔が認めら

れた。なお、刻目突帯文を有する土器は近隣の滑川第2遺跡から多数出土している。滑川第 2遺跡の報告書中で

刻目突帯文を有する甕形土器の口縁部片をI～ Ⅵ類に分類したが、今回出土した土器はⅥ類のみであった。滑川

第2遺跡と滑川第 3遺跡における刻目突帯文土器の組成の違いは時期差をあらわす可能性もあるが、今回出土し

た土器の量が極めて少量であったため単純に比較することはできなかった。

150は 頸部片である。頸部に一条の刻目突帯文をもつ。刻目部分には布目圧痕が認められた。日縁部は斜め上

方へ開くものと思われる。いわゆる「中溝式土器」に該当する。調整は外面がミガキ、内面がナデである。

151～ 153は 胴部片である。151は 二条の刻目突帯文をもつ。152・ 153は 小破片であるため判断できないが、

少なくても一条以上の刻目突帯文を有していたものである。突帯部の刻目はいずれもヘラ状工具によるものであ

る。151～ 153の土器の調整は全て内外面ともにナデである。

154～ 160は底部片である。154～ 156は 安定した平底で端部がわずかに張り出す。いずれの調整も内外面とも

にナデである。157も 安定した平底であるが、154～ 156の 土器に比べて底径が極端に小さい。調整は内外面とも

にナデである。158～ 160は 脚台状を呈する土器である。いずれも平底である。1580159の調整は内外面ともに

ナデである。160の調整は、外面はナデであるが、内面は剥落しているため調整を観察することができなかった。

壺形土器

161～ 163は 底部片である。底部形態は161が平底、162が丸底、163がやや丸底気味の尖底である。調整はい

ずれの土器も内外面ともにナデである。

‥‐貯卜の 1

145

第50図 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土弥生土器実測図① (S〓 1/3)
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第51図 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土弥生土器実測図②
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第 7表 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土弥生土器観察表

遺物
NQ

出土
層位

器 種 残存部位
文様及び調整 色 調 法量 (Cm)

備 考

物
理

Ｑ

遺
整
Ｎ外  面 内 面 外  面 内  面 口 径 底 径 器 高

饗 |二 1鷲及音6
刻目突帯文
ハケメ ナ デ

7.5YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

発 口縁部
刻目突帯文

ナデ
ナ デ

5YR5/4
にぶい赤褐

7.5YR5/4
にぶい褐

スス付着

皿層 甕 日縁部
亥1目 突帯文

ナデ
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

378

甕 日縁部
刻目突帯文

ヨコナデ ハケメ ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

穿子L有 り

Ⅲ層 甕 口縁部
刻目突帯文

ナデ
ナ デ

7.5YR5/3
にぶい褐

7.5YR6/4
にぶい橙

Ⅲ層 甕 頸 部
文帯

キ
突
ガ ナ デ

10YR4/1
褐灰

10YR6/4
にぶい黄橙

Ⅲ IFl 甕 胴 部
刻目突帯文

ナデ ナ デ
7.5YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

甕 胴 部
刻目突帯文

ナデ
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

発 胴 部
亥J目 突帯文

ナデ
ナ デ

7.5YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4
にぶい褐

発 底 部 ナ デ ナ デ
10YR6/4
にぶい黄橙

10YR5/3
にぶい黄褐

(110) 反転復元

甕 底 部 ナ デ ナ デ
10YR5/3
にぶい黄褐

7.5YR6/4
にぶい橙

(116) 反転復元

Ⅲ層 饗 底部 ナ デ ナ デ
10YR5/3
にぶい黄褐 ″殿

２
．
５
暗 (10.3) 反転復元

Ⅲ層 発 底部 ナ デ ナ デ
10YR6/4
にぶい黄橙

75YR6/4
にぶい橙

(6.5) 反転復元

饗 底部 ナ デ ナ デ
7.5YR5/3
にぶい褐

10YR5/3
にぶい黄褐

Ⅲ層 饗 底部 ナ デ ナ デ
7.5YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/3
にぶい褐 (49) 反転復元

発 底 部 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐
(6.0) 内面剥落 反転復元

十里 底部 ナ デ ナ デ
10YR6/4
にぶい黄橙

10YR5/3
にぶい黄褐

(8.0) 反転復元

Ⅲ l171
士笠 底部 ナ デ ナ デ

7.5YR5/4
にぶい褐

7.5YR6/4
にぶい橙

Ⅲ層 十笠 底 部 ナ デ ナ デ
2.5YR5/6
明赤褐

5YR5/4
にぶい赤褐

反転復元
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3.石器

アカホヤ火山灰層上位の遺物包含層中より150点 の石器が出土している。ここでは製品類を中心に報告を行う。

なお器種分類については前述のとおり縄文時代早期の遺物包含層から出土した石器と同様の基準で分類をおこ

なっており、各器種の分類基準については各器種の項目で定義を述べている。

石鏃 (164～ 173)

剥片を素材として両面調整や半両面調整によって鋭い先端部を作 り出し、平面形がおおむね三角形や五角形を

想定させるものを石鏃として分類した。欠損品も含めて総数で10点が出土している。

166は 平面形が縄文早期に見られる帖地型に類する。168～ 170は刃部が鋸歯状を呈しており、縄文早期の石鏃

のⅢ類に見られるものと同様である。このような資料の存在はアカホヤ火山灰層上位遺物包含層には縄文前期以

降の遺構の形成過程などによる縄文早期の遺物包含層の掘削作用等により、アカホヤ火山灰層上位に縄文早期の

遺物が混在している可能性があるという問題点を指摘するものである。縄文早期の遺物包含層の存在しない遺跡
の資料を基にこのような問題を解決していかなければならないだろう。173は縄文時代晩期に特徴的に見られる

五角形鏃の範疇に入るものと考えられる。

石鏃未製品 (174・ 175)

剥片を素材とし石鏃とほぼ同規模で両面調整や半両面調整によって平面形が三角形や楕円形を呈するもの。石

鏃に比べ先端部が鈍いものや加工状況が未熟なもの、分厚いものなどを石鏃の未製品であると判断した。一部に

は尖頭状石器、石錐も含まれている可能性が考えられる。

石錐  (176・ 177)

剥片を素材として両面調整・半両面調整によるかまたは素材剥片の一部に調整を施し、尖端部を作 り出したも

の。総数で 2点が出土している。剥片素材を多く残すもの (176)と 加工が素材の全体に及ぶもの (177)と に

細分できる。

石匙 (178～ 181)

剥片を素材とし、一部に両側縁からの調整によりつまみ部分を作 り出し、その他の部分には刃部加工を施すも
の。総数で4点が出土している。横型の資料 (1780180)と 縦型の資料 (1790181)と 細分することができる。

スクレイパー (182～ 184)

剥片を素材とし、その縁辺に連続的な調整により刃部を作 り出したもの。刃部調整は周縁部にとどまる。総数

で3点出土している。

石核 (185)・ 剥片・砕片

石核は礫または剥片を素材とするが形態を整えるためとは見なしがたいネガティブな剥離面をもつものをまと

めた。 6点 (内訳 :砂岩製 4点、黒曜石製 2点)が出土しており、砂岩製の 1点 を図示している。剥片類は剥片

を素材として、意図が不明瞭な加工を施しているものやまったく加工が施されていないものをまとめた。整理作

業では砕片との違いは規模によって分類をおこなった (砕片は l cm四 方に収まる規模のものとした)。 剥片類は

図示していない。

石核 0剥片類の総数と総重量の内訳については以下のとおりである。(チ ャー ト4点 :15。6g、 流紋岩 0頁岩17点 :

146.3g、 砂岩17点 :4214.9g、 姫島産黒曜石41点 :80.6g、 黒色を呈する黒曜石23点 :67.6g、 安山岩・サヌカ

イト3点 :7.2g、 玉髄 7点 :15。 6g、 その他 6点 :55。3g ※石材鑑定については肉眼観察であるため、分析方

法よっては数字が変動する可能性がある。)

敲石・磨石 (186・ 187)

敲石は円礫・角礫の一端 。両端・平らな面に敲打の結果と考えられる割れや敲打痕、敲打によるものと推定さ

れるくぼみを持つものを分類した。また磨石は円礫の平らな面の片面または両面に平滑な面をもつものを分類し

た。いずれも砂岩製のもので総数8点出土しており、うち2点 を図示した。

礫器 (188)

円礫や角礫を素材としてその一端に片側又は両側から荒い加工を施し、刃部を作 り出しているものをまとめた。
一部には石核が含まれている可能性も考えられる。

磨製石斧 (189)

剥片または扁平な礫を素材とし、平面形が三角形または四角形を呈し、その短辺に研磨による刃部を作成する

もの。 1点のみ出土している。ホルンフェルス製で全体に敲打の痕跡が確認される。
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第52図 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土主要石器分布図 (S〓 1/600)
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第53図 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土石器実測図① (S〓 2/3)
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第8表 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土石器計測分類表

遺物
NQ

理

Ｑ

整

Ｎ
器 種

出土
グリット

層位 石 材 長 (Cm) 幅 (Cm) 厚 (Cm) 重 (g) 備 考

164 打製石鏃 Ⅲ チャー ト 0.45 0.57

打製石鏃 Ⅲ チャー ト (2.4) (1.4) 0.45 (0.7) 脚部欠損
166 打製石鏃 Fl Ⅲ チャー ト (3.4) 1.65 0.25 (1.7) 先端 。脚部欠損

393 打製石鏃 F5 Ⅲ 黒曜石(桑 ノ木津留) 1.0 0.25 0.1

168 391 打製石鏃 Fl Ⅲ 黒曜石 (姫島) (2.5) 1.8 0.35 (0,7) 先端 。脚部欠損
169 打製石鏃 C3 Ⅲ 黒曜石 (姫島) 1.85 0.4 0.7

170 打製石鏃 C2 Ⅲ 黒曜石 (姫島) (2.3) (1.75) 0.45 (0.9) 脚部欠損
171 打製石鏃 C2 Ⅲ 黒曜石 (姫島) (2.5) (2.1) 0.45 (1.1) 脚部欠損
172 6 打製石鏃 C3 Ⅲ 黒曜石 (姫島) 2.4

173 10 打製石鏃 Ⅲ ホルンフェルス 2.65 0.4

174 16 打製石鏃未製品 Ⅲ 流紋岩 3.0 0.7 3.0

175 打製石鏃未製品 F2 Ⅲ チャー ト 2.65 1.0 8.9

176 石錐 C4 Ⅲ 黒曜石 (針尾 ) 2.05 0.45

177 415 石錐 C4 Ⅲ チャー ト 0.9 0.8

178 417 石匙 C4 Ⅲ 安山岩 3.35 0.95 13.2

179 20 石匙 Fl Ⅲ 黒曜石 (針尾 ) 4.55 2.9 0.8 6.2

180 石匙 C4 Ⅲ 流紋岩 4.9 25.1

181 389 石匙 C5 Ⅲ 黒曜石 (姫島) 4.4 2.75 10.0

182 390 スクレイパー F2 Ⅲ 流紋岩 3.7 6.35 19.0

183 スクレイパー C4 Ⅲ チャー ト 4.75 0.95

184 394 スクレイパー C3 Ⅲ 黒曜石 (腰岳 ) 4.35 2.95 5.0

185 石核 D5 Ⅲ 砂 岩 7.06 13.83 9.79 1169.6

186 24 磨石 C4 Ⅲ 砂岩 10.55 9.95 3.65 531.8

187 敲石 Ⅲ 砂岩 12.7 10.35 2.9 546.2

礫器 C5 Ⅲ 砂岩 12.7 12.5 3.6 627.1

189 磨製石斧 C5 Ⅲ ホルンフェルス 10.35 4.3 2.35 153.3
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第54図 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土石器実測図② (S=2/3)
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写真図版18 アカホヤ火山灰層上面検出遺構
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写真図版21 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土縄文土器②
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写真図版23 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土縄文土器④
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144

写真図版24 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土縄文土器⑤
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147

写真図版25 アカホヤ火山灰層上位遺物包含層出土弥生土器
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第V章 まとめ

滑川第 3遺跡について (総括)

本遺跡では、旧石器遺物包含層において 3箇所の石器集中箇所を検出した。但 し、BoCブ ロックは製品類が

少なくその位置づけについての検討は難しいため、最も充実した石器群を保持 しているAブロックについての考

察をおこなうこととする。Aブロックのナイフ形石器に注目すると同台地上に立地する坂元遺跡で出土している

切り出し型のナイフ形石器及び部分加工のナイフ形石器・一側縁加工のナイフ形石器が出土している。その反面

坂元遺跡では確認されなかった国府型ナイフ形石器 (瀬戸内技法)や剥片尖頭器・槍先形尖頭器が出土している。

これらの資料は滑川第2遺跡では出土しているが、両遺跡の石器群の時間的位置づけについては遺物の出土層位

の違いから滑川第2遺跡の石器群は坂元遺跡の石器群に後出する資料であると報告している。本遺跡の石器群が

すべて同一時期の一括性の高い資料であるものと考えれば、両方の遺跡の特徴を有しており、坂元遺跡と滑川第

2遺跡の中間の時期に位置づけられるものと結論付けられる。しかし、本遺跡の石器群が異なる時期の資料が混

在する状況である場合、坂元遺跡の時期の資料と滑川第 2遺跡の時期の資料が混じって出土したものと結論付け

られるだろう。今回の報告においてはその点が十分に検討することができずに報告にいたったため、再度平面分

布及び垂直分布と接合状況を検討し、本遺跡の石器群の位置づけを明確に出来るよう努めていきたい。

縄文時代早期における当遺跡の特徴としてまず挙げられるのは、他の近隣遺跡と同じく集石遺構が多数 (36基 )

検出されたことである。自然科学分析の結果から、縄文時代早期をとおして集石遺構が営まれていたことが明ら

かになったが、使用のピークは8400年BPか ら8200年BPあ たりではないかと考えられる。近隣遺跡でも確認され

ている断面形状がV字形の超巨大なタイプの集石遺構は 1基のみの検出にとどまり、それ以外は比較的小型のも

のが多い傾向がみられる。陥し穴状遺構については、逆茂木など捕らえた獲物を逃がさないための工夫がなされ

たものが 2基検出された。この2基以外にも陥し穴ではないかと推測される土坑が検出され、これらがもし同時

期に構築されたものであったなら、遺跡西側の湧水点を意識 した配置となるが、それぞれの使用時期の断定にま

では今回至っていないため遺構単独での考察にとどめている。

包含層から出土した土器については、貝殻円筒形土器 。押型文土器 。平杵式土器・塞ノ神式土器・貝殻条痕文

土器と大別 して 5種の土器群が計206点確認され、そのなかでは塞ノ神式土器が95点 と約半数を占めていた。こ

れら縄文時代早期の土器群と、同包含層から出土 した石鏃の分布状況について注目すべき点が幾つか確認された

ため、両者の関係について考察をおこなうこととする。縄文早期の遺物包含層から出土した塞ノ神式土器は調査

区の北側の中央部と南側の中央部に集中箇所が見られる。同様の分布状況を示す石鏃に注目すると、石鏃Ⅱ類と

Ⅳ類が調査区の北側中央部付近にのみ分布が確認される。また石鏃 I類は調査区の南側中央部付近と北西部に分

布が見られ、同様の分布状況を示す土器に注目すると貝殻円筒形土器が同じ分布状況を呈しているようである。

平面分布が重なる資料を同時期のものとして考えると石鏃 I類は貝殻円筒形土器の時期の資料、石鏃Ⅱ類・Ⅳ類

は塞ノ神式土器の時期の資料と考えることができるであろう。ただし、本遺跡における石鏃の出土量は少なく、

各類型の石鏃の集中している箇所を観察するというよりもむしろ個々の資料の出土位置を確認しているに過ぎな

いという状況である。そのため、他の遺跡の状況を見極めなければ時期決定の結論を言うことはできないであろ

う。石器と土器の時間的な結びつきは大きな課題であるが、今後様々な角度からの検証を重ねながら解決してい

きたい重要なテーマだと考えている。

本遺跡の弥生時代遺物包含層からは、中期初頭の刻目突帯文土器、中期後半～後期前半の中溝式土器が出土し

ている。器種構成は甕形土器が圧倒的に多く、あとは少量壺形土器が存在するのみであった。弥生時代の遺構は

ほとんど検出されていないが、唯一SX-2が検出されている。この遺構については、竪穴住居跡の可能性も考え

られたが、竪穴住居跡と認定するための根拠が弱かったため今回は竪穴状遺構として報告している。この遺構の

構築時期については、埋土中から出土した遺物のほとんどが弥生時代終末期頃のものであるため、弥生時代終末

期と考えて問題ないであろう。
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滑川第3遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

1.試料 と方法

試料名 地点。遺構 種類 前処理・調整 測定法

NQ l

No 2

No 3

No 4

No 5

No 6

NQ 7

No 8

No 9

No10

Noll

NQ12

No13

No14

No15

No16

No17

No18

No19

No20

No21

NK 3 SI-1

NK 3 SI-6

NK 3 SI-7

NK 3 SI-8

NK 3 SI-9(1)

NK 3 SI-10(C3)

NK 3 SI-21(C4)

NK 3 SI-25

NK 3 SI-26(1)

NK 3 SI-28

NK 3 SI-29

NK 3 SI-31

NK 3 SI-32

NK 3 SI-34

NK 3 SI-35

NK 3 SC-2

NK 3 SC-3

NK 3 SC-14

NK 3 SC-16

NK 3 SC-5

NK 3 SC-10

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸 ―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整

炭化物  酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法

加速器質量分析(AMS)法
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2.測定結果

試料名
MC年代

(年BP)

δ13c

(%。 )

補正MC年代

(年BP)

暦年代

(lσ :68%確率 ,

(西暦)

2σ :95%確率)

No l 9910± 70 -27.2 9870± 70

交点 :cal BC 9280

l σ :cal BC 9325-9250

2 σ :cal BC 9580-9565, 9395-9225

No 2 8340± 60 -25。6 8330± 60

交点 :cal BC 7455,7395,7370

l σ :cal BC 7495-7320

2 σ :cal BC 7535-7185

No 3 8450± 60 -27.7 8410± 60

父点 :cal BC 7515

l σ :cal BC 7550-7470

2σ :cal BC 7575-7335

NQ 4 8330± 70 -26。 1 8310± 70

交点 :cal BC 7430,7420,7350

l σ :cal 13C 7490-7300

2 σ :cal BC 7535-7145

NQ 5 8340± 70 -26.5 8320± 70

交
`点

:cal BC 7445, 7405, 7360

l σ :cal BC 7495-7310

2 σ :cal BC 7540-7165

NQ 6 7830± 60 -28.1 7780± 60

交点 :cal BC 6615

l σ :cal BC 6655-6505

2 σ :cal BC 6700-6465

No 7 9010± 70 -27.3 8970± 70

交点 :cal BC 8230

l σ :cal 13C)8260-8185, 8045-8010

2 σ :cal BC 8285-7955

NQ 8 9040± 70 -27.3 9000± 70

交点 :cal BC 8240

l σ :cal BC 8270-8205

2 σ : cal BC 8295-8150。  8140-7975

No 9 9480± 70 -28.3 9430± 70

交点 :cal BC 8720

l σ :cal BC8775-8615

2 σ :cal BC 9110-9005。  8830-8545

No10 9620± 70 -24.7 9620± 70

交
`点

:cal BC 9145, 8965, 8945

l σ :cal BC 9205-9095, 9020-8810

2σ :cal BC 9235-8760

Noll 8240± 70 -27.1 8210± 70

父点 :cal BC 7185

l σ :cal BC 7330-7080

2 σ :cal BC 7470-7060

No12 8430± 70 -25。7 8420± 70

交点 :cal BC 7520

l σ :cal BC 7560-7470

2 σ :cal BC 7585-7330

9530± 70

交点 :cal BC 8795

l σ : cal BC 9130-8985, 8920-8745

2σ :cal BC 9195-8630

No13 9510± 70 -23.7
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cal BC l1515交点 :

cal BC)11815-11785, 11550-11480
11530」L90     〕 : i cal]BCl1855-11710, 11625-11375-25.3No14     11530± 90

BC l1300´～11250

交点 :cal BC 7795

NQ15       8790± 80     -26.3      8770± 80     1 σ :cal BC 7965-7650

2 σ :cal BC 8205-7595

交点 :cal AD 1435

No16        500± 70      -26.8        470± 70     〕 : :::li::ll:|::こ l:::, 1390-1520

AD 1575～ 1625

交点 :cal BC 8200

No17       8960± 80     -27.4      8920± 80     1 σ :cal BC 8240-7960

2 σ :cal 13C 8275-7780

交点 :cal BC 1215
No18     3030±

50    -27.9    2980± 50   1σ :cal BC 1290-1120

2 σ :cal BC 1380-1030

交点 :cal BC 1270
N° 19       3020±

50     -25。 9      3010± 50     1 σ :cal BC 1360-1355, 1315-1190

2σ :cal BC 1400-1105

No20      11050± 90       17.6     11170± 90

鶴_21      11900」ヒ90       16.4      12040± 90

(1)HC年代測定値

試料の14c/12c比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算 した値。14cの 半減期は、国際的

慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

デルタ

(2)δ 13c測定値

試料の測定MC′2c比 を補正するための炭素安定同位体比 (И C/2C比 )。 この値は標準物質 (PDB)の
同位体比からの千分偏差 (%。 )で表す。

(3)補正HC年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、MC/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

試料のδ13c値を-25(%。)に標準化することによって得 られる年代である。

(4)暦年代

過去の字宙線強度の変動による大気中HC濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。 calは

calibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値、およびサ

ンゴのU―Th年代 と14c年代の比較により作成された較正曲線を使用 した。
シグマ

暦年代の交点とは、補正14c年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確 率)と 2

σ (95%確率)は、補正ИC年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複

数の交点が表記される場合や、複数のlσ ・2σ 値が表記される場合もある。
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